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事業で事業で 月3
定例会

可
決過去最大予算過去最大予算

　

今
定
例
会
は
、
２
０
２
０
年
度
当
初
予
算
案
８
件
の
ほ
か
、

２
０
１
９
年
度
補
正
予
算
案
・
条
例
案
・
人
事
案
な
ど
34
件

が
提
案
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
等
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
３
件
を
可
決
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
２
０
２
０
年
度
一
般

会
計
当
初
予
算
の
う
ち
「
育
成
会
活

動
交
付
金
」
の
減
額
予
算
案
に
対
し

て
、
予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
宮

本
泰
也
議
員
ほ
か
１
名
か
ら
提
出
さ

れ
た
修
正
案
は
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
（
賛
成
８
人
・
反
対
９
人
・

退
席
１
人
）
で
否
決
し
た
。

  

修
正
理
由

①　

削
減
の
理
由
を
県
内
19
市
で
最

も
高
い
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
育

成
会
事
業
に
対
し
て
補
助
金
等
を

出
し
て
い
る
市
も
あ
り
、
交
付
金

の
多
寡
だ
け
で
は
比
較
で
き
な
い
。

②　

交
付
金
が
高
い
こ
と
は
、「
子

ど
も
は
宝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
大

き
な
施
策
の
柱
と
し
て
い
る
市
に

と
っ
て
誇
る
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
に
も

削
減
す
べ
き
で
は
な
い
。

一
般
会
計

①　

育
成
会
活
動
交
付
金
減

額
は
認
め
ら
れ
な
い
。
子

ど
も
の
医
療
費
と
学
校
給

食
費
は
軽
減
す
べ
き
だ
。

②　

公
民
館
等
の
冷
暖
房
費

は
無
償
に
す
べ
き
だ
。

③　

県
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
へ
の
20
人
の
移
管
は
止

め
る
べ
き
だ
。

④　

同
和
問
題
か
ら
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
核
と
し
た
人

権
教
育
事
業
に
変
更
す
べ

　

中
澤
正
直
氏
の
長
年
の
行

政
手
腕
に
よ
る
能
力
や
人
柄

は
共
に
評
価
す
る
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
人
気
は

な
く
威
圧
的
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
話
が
長
く
、
一
方
的

に
し
つ
こ
く
繰
り
返
す
所
に

も
表
れ
て
い
る
。
周
囲
は
聞

き
た
く
も
な
い
私
的
な
思
い

を
聞
か
さ
れ
る
の
は
苦
痛
で

子どもたちの貴重な体験・交流の場となる育成会行事

育
成
会
活
動
交
付
金
削
減
に
修
正
案

賛
成
少
数
で
否
決

き
だ
。

⑤　

窓
口
相
談
事
業
の
改
善

を
図
る
べ
き
だ
。

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

　

介
護
保
険
料
も
上
が

り
、
消
費
税
は
10
％
に
な

り
、
一
方
で
年
金
は
減
っ
て

い
る
。
生
活
は
苦
し
く
な
る

ば
か
だ
。
第
７
期
保
険
料
の

平
均
年
額
６
万
４
千
７
５
円
、

４
千
５
７
２
円
の
引
上
げ
に

は
反
対
だ
。

あ
る
。
自
分
勝
手
な
長
い
話

は
、
自
分
が
気
持
ち
良
い
だ

け
で
聞
く
側
は
迷
惑
で
し
か

な
い
。
人
を
想
い
、
周
囲
の

迷
惑
を
考
え
る
な
ら
ば
、
自

分
の
話
は
短
く
、
人
の
話
を

聞
く
側
に
な
る
。

　

中
澤
氏
は
威
圧
的
な
対
応

感
覚
を
払
拭
す
る
と
確
信
し
、

賛
成
す
る
。

討
論

一
般
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
予
算
案
に

討
論

副
市
長
人
事
案
に

反
対

竹
内　

勉

賛
成

石
合　

敬

③　

区
長
会
総
会
に
お
い
て
も
、
昨

年
・
今
年
と
交
付
金
削
減
に
反
対

の
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
市
民
の

理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
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事業で事業でインター周辺開発
災害の復旧・復興
インター周辺開発
災害の復旧・復興

◎
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
伴
う
道
路
整
備

《
７
億
１
７
８
６
万
円
》

◎
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
伴
う
下
水
道
等
整
備

《
５
億
３
０
０
０
万
円
》

◎
豊
洲
地
域
防
災
拠
点
施
設
の
整
備

《
２
億
２
０
０
０
万
円
》

◎
柔
道
場
・
剣
道
場
耐
震
補
強
工
事

《
１
億
５
８
５
７
万
円
》

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設《21

億
９
２
２
１
万
円
》

◎
文
化
会
館
大
規
模
改
修
工
事　
　
　

  

《
14
億
円
》

2020

予算

歳入歳出

0

50

100

150

200

250

300

市税
59億6,675万円
（21.7％）

市債
52億7,250万円
（19.1％）

地方交付税
44億8,000万円
（16.3％）

諸収入
25億5,080万円
（9.2％）

繰入金
18億2,175万円
（6.6％）

県支出金
（県からの収入）
15億4,888万円
（5.6％）

地方消費税交付金
11億4,200万円
（4.1％） その他　20億4,058万円

（7.5％）

災害復旧費　1億5,952万円
（0.6％）

公債費　18億8,762万円
（6.9％）

衛生費　18億7,178万円
（6.8％）

商工費　15億5,485万円
（5.6％）

消防費　8億6,317万円
（3.1％）

農林水産業費　7億6,307万円
（2.8％）

その他　4億696万円
（1.5％）

民生費
70億6,666万円
（25.6％）

教育費
69億7,619万円
（25.3％）土木費

32億2,975万円
（11.7％）

総務費
27億7,043万円
（10.1％） 国庫支出金

（国からの収入）
27億2,674万円
（9.9％）

205.5 207.5 203.7 213.3

275.5
一般会計当初予算の推移 （単位：億円）

H28 H29 H30 2019 2020（年度）
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一般会計275億5,000万円の内訳 一
般
会
計
当
初
予
算
額　

前
年
度
比
29
・
２
％
増

2020 年度予算

　　　　　　　　　　　　対前年度増減率

総　額　442 億 6169 万円	 	　18.3％   増
	 　275 億 5000 万円	 	 29.2％ 増

	 　103 億 1539 万円	 	 1.2％ 減

国民健康保険 ・・・・・・ 50 億 9799 万円	 4.3％ 減

井上・幸高・九反田・中島財産区

	 ・・・・・・・・・・・・・・・・・789 万円 	 1.0％ 増

介護保険 ・・・・・・・・・・・45 億 517 万円	 1.1％ 増

後期高齢者医療 ・ ・・・・・・7 億 435 万円	 8.1％ 増

	 　63 億 9630 万円 	 13.3％ 増

水道事業・・・・・・・・・・・ 23 億  667 万円	 12.4％ 増

下水道事業・・・・・・・・ 40 億 8206 万円	 13.8％・  増

宅地造成事業・・・・・・・・・・・・・757 万円 	 0.9％・  増
	 　　　　　　　　　（千円単位四捨五入）

一般会計

特別会計

企業会計

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
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災
害
対
策

地
域
防
災
計
画
の
作
成
業
務
委
託	

	
	

４
５
０
万
円

Ｑ　

計
画
の
ど
こ
を
改
定
し
て
い

く
の
か
。

Ａ　

現
在
の
計
画
は
、
平
成
７
年

に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
を
行
い
、

平
成
８
年
に
改
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
降
、
部
分
的
な
修
正
は
毎

年
行
っ
て
い
る
が
、
令
和
元
年
東

日
本
台
風
関
係
や
新
た
な
断
層
の

関
係
を
含
め
て
改
定
予
定
。

豊
洲
地
域
防
災
拠
点
施
設
の
整
備

　

２
億
２
千
万
円

Ｑ　

工
事
請
負
費
１
億
８
千
５
０

０
万
円
の
算
出
根
拠
は
。

Ａ　

算
定
の
参
考
は
、
日
滝
地
域

公
民
館
。
面
積
的
に
は
小
さ
く
な

る
予
定
だ
が
、
構
造
的
に
は
災
害

に
強
い
水
害
に
対
し
て
の
部
分
で
、

土
盛
り
を
す
る
か
Ｒ
Ｃ
構
造
で
建

物
を
持
ち
上
げ
る
か
と
い
う
こ
と

場
に
１
機
ず
つ
自
家
発
電
機
設

備
を
設
置
。

Ｑ　

配
水
施
設
工
事
の
主
な
箇

所
は
。

Ａ　

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
伴

う
も
の
で
、
延
長
約
１
㎞
の
布

設
・
布
設
替
え
工
事
。

公
共
交
通
の
確
保　

８
千
万
円

Ｑ　

す
ざ
か
市
民
バ
ス
車
両
更

新
の
概
要
は

Ａ　

17
年
経
過
し
、
更
新
の
目

安
を
超
え
て
お
り
、
現
在
と
同

タ
イ
プ
の
ノ
ン
ス
ッ
テ
プ
バ
ス

１
台
を
購
入
予
定
。
市
は
現
在

４
台
保
有
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
関
連

12
億
４
千
７
８
６
万
円

Ｑ　

市
が
施
工
す
る
下
水
道
工

事
費
の
回
収
方
法
は
。

Ａ　

開
発
事
業
者
の
長
工
に
ま

と
め
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
予

定
。

Ｑ　

道
路
改
良
の
整
備
完
了
は

い
つ
頃
か
。

Ａ　

令
和
４
年
度
完
了
予
定
。

景
観
計
画
改
定
・
屋
外
広
告
物

条
例
制
定
支
援　

７
０
０
万
円

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

Ａ　

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
や
重

伝
建
の
選
定
に
向
け
て
、
地
域

の
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
屋

外
広
告
を
制
限
す
る
な
ど
の
調

査
。

水
道
事
業
会
計

Ｑ　

原
浄
水
施
設
工
事
の
主
な

箇
所
は
。

Ａ　

塩
野
取
水
場
と
塩
野
浄
水

ま
ち
づ
く
り

で
概
算
費
を
算
出
し
た
。

福
島
排
水
機
場
点
検

　

１
千
４
９
６
万
円

Ｑ　

原
動
機
は
い
つ
導
入
し
、
分

解
整
備
の
回
数
は
。

Ａ　

平
成
６
年
度
に
導
入
し
分
解

整
備
は
２
回
目
。

Ｑ　

交
換
部
品
は
あ
る
か
。

Ａ　

確
保
し
て
い
る
が
、
部
品
提

供
が
無
く
な
っ
た
場
合
エ
ン
ジ
ン

を
交
換
す
る
。

当
初
予
算

２
０
２
０
年
度

須
坂
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
創
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト	

４
６
１
万
円

Ｑ　

須
坂
温
泉
の
健
康
長
寿
食
の

研
究
開
発
拠
点
と
の
関
わ
り
は
。

Ａ　

健
康
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ

て
欲
し
い
と
依
頼
し
、
須
坂
温
泉

に
て
研
究
中
だ
が
、
基
準
が
厳
し

く
認
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

国
民
健
康
保
険
会
計

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
影
響
は
。

Ａ　

入
院
医
療
の
自
己
負
担
分
は

公
費
で
、
外
来
は
通
常
診
療
と
同

様
。
療
養
給
付
費
な
ど
は
県
の
普

通
交
付
金
で
交
付
さ
れ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

Ｑ　

保
険
料
収
入
が
増
え
て
い
る

理
由
は
。

Ａ　

低
所
得
者
軽
減
の
段
階
的
見

直
し
分
と
、
被
保
険
者
が
年
間
約

２
０
０
～
３
０
０
人
増
加
し
て
い

る
た
め
。

峰
の
原
高
原
自
然
体
験
学
習
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー　
　
　
　

46
万
円

Ｑ　

負
担
金
の
内
容
は
。

Ａ　

昨
年
度
か
ら
飯
ご
う
炊
さ
ん

が
で
き
な
く
な
り
、
ペ
ン
シ
ョ
ン

の
オ
ー
ナ
ー
に
様
々
な
体
験
を
実

施
い
た
だ
い
た
が
、
ば
ら
つ
き
が

あ
っ
た
た
め
菅
平
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校
」
の
自

然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
も
の
。

健
康
・
医
療
・

教
育

高齢者等に優しいノンステップバスを導入予定

楽しい自然体験学習

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議
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老朽化が著しいストックヤード

補
正
予
算

２
０
１
９
年
度

資
源
物
回
収
施
設
更
新
計
画

　

９
４
６
万
円

Ｑ　

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
改
修
方
針

は
。

Ａ　

老
朽
化
が
進
み
、
建
て
替
え
も

含
め
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
入
れ
て

検
討
す
る
。

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
の
大
規
模
改
修　

　
　
　
　　

14
億
円

Ｑ　

工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

７
月
に
入
札
、
９
月
定
例
会
で

契
約
締
結
の
議
決
後
に
は
工
事
を
ス

タ
ー
ト
。
休
館
期
間
は
、
２
０
２
１

年
１
月
か
ら
２
０
２
２
年
１
月
ま
で
。

消
防
庁
舎
改
修　
　
１
千
１
３
９
万
円

Ｑ　

女
性
消
防
吏
員
を
ど
の
く
ら
い

増
員
す
る
見
込
み
で
、
更
衣
室
・
浴

室
等
を
改
修
す
る
の
か
。

Ａ　

国
の
指
針
で
、
消
防
吏
員
全
体

の
５
％
程
度
と
す
る
よ
う
示
さ
れ
て

お
り
、
消
防
本
部
の
条
例
定
数
が
93

人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
５
人
程
度
を

目
標
と
し
て
い
る
。

仁
礼
町
振
興
交
付
金　
　
２
５
０
万
円

Ｑ　

地
元
の
振
興
計
画
は
。

Ａ　

最
終
処
分
場
の
10
月
か
ら
の
使

用
開
始
に
合
わ
せ
て
、
交
付
金
を
交

付
す
る
。
振
興
計
画
は
地
元
で
検
討

中
と
の
こ
と
。 安

心
安
全
・
環
境
・
文
化
振
興

女子トイレ改修等の説明を受ける

Ａ　

水
道
料
金
で
徴
収
し

て
い
る
消
費
税
と
、
工
事

費
で
支
出
し
て
い
る
消
費

税
の
差
額
分
を
国
へ
納
付

す
る
が
、
工
事
費
の
支
出

が
大
き
く
減
額
し
、
国
へ

納
め
る
分
が
増
え
た
た
め
。

福
島
ス
ポ
ー
ツ
広
場
復
旧

Ｑ　

供
用
開
始
の
予
定
は
。

Ａ　

Ｇ
Ｗ
前
に
泥
の
除
去

を
行
い
、
サ
ッ
カ
ー
用
途

の
多
い
芝
生
広
場
は
、
土

の
ク
レ
ー
コ
ー
ト
と
し
て

夏
前
に
は
使
用
で
き
る
よ

う
計
画
し
て
い
る
。

台
風
19
号
災
害
に
よ
る
国

保
税
の
減
免

Ｑ　

取
り
組
み
の
状
況
は
。

Ａ　

86
世
帯
、
約
６
０
０

万
円
を
減
免
し
て
い
る
。

（
１
／
15
現
在
）

　

国
の
災
害
臨
時
特
例
補

助
金
は
、
国
保
税
減
免
で

半
壊
の
場
合
２
分
１
が
補

助
対
象
で
、
そ
の
10
分
の

２
を
措
置
す
る
。
他
は
県

交
付
金
等
で
措
置
さ
れ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

Ｑ　

事
業
実
績
と
分
析
は
。

Ａ　

申
請
率
は
38
・
９
％
、

購
入
率
は
34
・
７
％
。
同

規
模
の
自
治
体
の
申
請
率

は
４
割
前
後
で
あ
り
、
手

続
き
の
煩
雑
さ
や
、
一
度

自
己
負
担
が
発
生
す
る
こ

と
が
、
低
迷
の
原
因
で
あ

る
と
考
え
る
。

森
林
環
境
譲
与
税

Ｑ　

今
年
度
７
０
０
万
円

の
使
途
は
。

Ａ　

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
報
酬
、
林
地
台
帳

シ
ス
テ
ム
整
備
の
委
託
料
、

坂
田
地
区
森
林
整
備
の
意

向
調
査
に
向
け
た
委
託
料

と
し
て
活
用
し
、
残
金
５

２
０
万
円
は
積
立
て
た
。

水
道
事
業
会
計

Ｑ　

給
水
収
益
が
減
っ
て

い
る
中
で
、
営
業
外
費
用

の
消
費
税
が
５
０
０
万
円

増
額
の
理
由
は
。

東
京
豊
洲
で
摘
果
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

の
試
飲
会
を
実
施

移
住
交
流
支
援

Ｑ　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

報
酬
な
ど
の
減
額
内
容
は
。

Ａ　

当
初
７
人
を
予
定
し

て
い
た
が
、
現
在
は
須
坂

温
泉
・
ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
各
１
人
を
継
続

募
集
し
て
い
る
。
補
正
の

時
点
で
正
式
応
募
は
な
く
、

２
名
分
の
報
酬
・
共
済
費

を
減
額
し
た
。

老朽化が著しいストックヤード

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

議
案
審
議
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常
任
委
員
会
報
告

行
政
手
続
き
等
に
お
け
る

情
報
通
信
技
術
の
利
用
に

関
す
る
条
例
改
正

Ｑ　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

納
付
の
開
始
は
い
つ
頃
か
。

Ａ　

で
き
る
だ
け
早
い
段

他
人
に
な
り
す
ま
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
が
、
防
止

策
は
。

Ａ　

電
子
署
名
と
し
て
、

例
え
ば
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
な
ど
で
本
人
確
認
を

し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

Ｑ　

物
価
上
昇
に
伴
っ
て

保
険
料
を
上
げ
て
い
く
と

の
こ
と
だ
が
、
受
益
者
で

印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
改
正

Ｑ　

改
正
前
、
成
年
被
後

見
人
は
印
鑑
登
録
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
記

載
さ
れ
て
い
た
が
。

Ａ　

法
定
代
理
人
が
同
行

し
、
か
つ
成
年
被
後
見
人

本
人
に
よ
る
申
請
が
あ
っ

た
場
合
は
「
意
思
能
力
が

あ
る
」
も
の
と
判
断
し
て

受
け
付
け
る
。

Ｑ　

意
思
能
力
の
有
無
を

窓
口
で
ど
う
判
断
す
る
の

か
。

Ａ　

本
人
が
来
庁
し
て
も

印
鑑
登
録
等
で
、

成
年
被
後
見
人
の

一
律
な
権
利
制
限

を
改
め
る

委
員
長
　
　

堀
内
　
章
一

副
委
員
長
　

久
保
田
克
彦

委
員
　
　
　

牧
　
　
重
信

宮
本
　
泰
也
　

酒
井
　
和
裕

浅
井
　
洋
子

階
で
考
え
て
お
り
、
春
の

桜
祭
り
を
想
定
し
て
い
た

が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
イ
ベ
ン
ト
等
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
捉
え
て
開
始
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
へ

の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
、

委
員
長
　
　

荒
井
　
　
敏

副
委
員
長
　

古
家
　
敏
男

委
員
　
　
　

塩
﨑
　
貞
夫

宮
坂
　
成
一

霜
田
　
　
剛

佐
藤
壽
三
郎

早
期
に
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
納
付
開
始
を

目
指
す

顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明

で
本
人
確
認
が
で
き
な
け

れ
ば
、
照
会
書
を
自
宅
に

郵
送
す
る
な
ど
、
手
続
き

は
難
し
い
。
そ
の
よ
う
な

説
明
を
理
解
し
た
う
え
で

申
請
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
の
か
を
含
め
総
合
的
に

判
断
す
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

被
災
住
宅
の
公
費
解
体

Ｑ　

申
請
状
況
は
。

Ａ　

全
・
半
壊
の
１
５
０

戸
に
案
内
し
、
２
月
25
日

か
ら
受
付
開
始
。（
８
月

31
日
ま
で
）
相
談
は
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
申
し
込

み
は
３
件
。（３

／
３
現
在
）

後
期
高
齢
者
医
療

Ｑ　

保
険
料
の
負
担
は
。

Ａ　

均
等
割
は
据
え
置
く

が
、
所
得
割
率
を
０･

13

ポ
イ
ン
ト
増
の
８
・
43
％

に
引
き
上
げ
る
。
こ
れ
に

よ
り
１
人
あ
た
り
平
均
年

４
千
５
７
２
円
増
え
、
６

万
４
千
７
５
円
と
な
る
。

あ
る
市
民
は
納
得
い
か
な

い
部
分
も
あ
る
と
思
う
。

市
と
し
て
の
考
え
は
。

Ａ　

５
割
軽
減
の
方
は
５

千
円
、
２
割
軽
減
の
方
は

１
万
円
、
軽
減
を
受
け
る

基
準
を
引
上
げ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
方
は
、
毎
年
金

額
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

軽
減
を
受
け
ら
れ
る
低
所

得
者
の
方
の
範
囲
が
広
く

な
り
、
増
え
る
も
の
と
考

え
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

●　

妊
婦
を
対
象
と
し
た
歯
科
健
康
診
査
の
実
施

を
求
め
る
陳
情
書

　
　
陳
情
者
　
　
長
野
県
保
険
医
協
会

	

　
　
　
　
　
会
長
　
宮
沢
　
裕
夫

　
　

採
決
結
果　

趣
旨
了
承　
（
福
祉
環
境
委
員
会
）

●　

医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針
の
見
直

し
を
求
め
る
陳
情
書

　
　
陳
情
者
　
　
長
野
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

	

　
　
　
　
　
執
行
委
員
長
　
小
林
　
吟
子

　
　

採
決
結
果
　
趣
旨
了
承　
（
福
祉
環
境
委
員
会
）

《
委
員
会
提
出
》

●　

医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政
府
方
針
の
見
直

し
並
び
に
地
域
医
療
を
担
う
医
師
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書

　
　

採
決
結
果　
　

可　

決

●　

台
風
19
号
に
係
る
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
対

策
を
求
め
る
意
見
書

　
　

採
決
結
果　
　

可　

決

●　

令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
か
ら
早
期
復
旧

を
求
め
る
意
見
書

　
　

採
決
結
果　
　

可　

決

★
　
可
決
と
な
っ
た
意
見
書
は
国
会
や
関
係
機
関

へ
提
出
し
ま
し
た
。

陳　

情

意
見
書

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議
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委
員
長
　
　

岡
田
　
宗
之

副
委
員
長
　

水
越
　
正
和

委
員
　
　
　

荒
井
　
一
彦

西
澤
え
み
子

竹
内
　
　
勉

石
合
　
　
敬

森
林
環
境
譲
与
税
を

森
林
整
備
・
促
進
の

施
策
に

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
制
定

Ｑ　

基
金
設
置
の
目
的
は
。

Ａ　

森
林
環
境
譲
与
税
を

森
林
の
整
備
及
び
そ
の
促

Ｑ　

そ
の
対
象
は
。

Ａ　

国
有
林
・
公
有
林
を

除
い
た
森
林
が
対
象
。

Ｑ　

意
向
調
査
に
時
間
を

か
け
ず
、
早
急
に
整
備
に

着
手
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

森
林
整
備
を
よ
り
早

く
進
め
て
い
く
よ
う
に
と

い
う
国
の
制
度
創
設
の
背

景
が
あ
る
。
し
か
し
、
個

人
の
意
向
調
査
を
し
た
上

で
経
営
管
理
権
集
積
計
画

を
公
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
が
経
営
管
理
の
委
託
を

受
け
ら
れ
る
と
定
め
ら
れ

て
い
る
関
係
上
、
即
整
備

は
で
き
な
い
。

　

現
在
、
坂
田
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

令
和
４
年
頃
に
は
間
伐

等
の
森
林
整
備
に
着
手
で

き
る
予
定
。
そ
の
他
の
地

区
も
順
次
実
施
し
て
い
く
。

市
営
住
宅
等
の
連
帯
保
証

人
が
保
証
す
る
極
度
額
の

設
定

Ｑ　

い
つ
か
ら
か
。

Ａ　

４
月
１
日
施
行
の
規

則
改
正
の
た
め
、
４
月
以

降
の
募
集
分
か
ら
、
変
更

と
な
っ
た
家
賃
月
額
20
カ

月
ま
で
の
旨
を
申
請
書
等

へ
提
示
し
、
説
明
を
し
て

い
く
。

進
に
関
す
る
施
策
に
要
す

る
経
費
に
充
て
る
た
め
設

置
す
る
も
の
。
具
体
的
に

は
個
人
所
有
等
で
管
理
で

き
て
い
な
い
森
林
に
つ
い

て
、
市
が
直
接
整
備
す
る

際
の
費
用
に
活
用
す
る
。

広域連合議会等報告
　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
事
件
決
議
案
・
条
例
案
・
補
正
予
算
案
・
当
初
予
算
案
、

計
４
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。
２
０
２
０
年
度
予
算
の
総
額
は
２
億
５
千

１
１
３
万
３
千
円
。

　

歳
入
で
は
、
総
合
プ
ー
ル
使
用
料
の
う
ち
、
コ
ー
ス
専
用
使
用
料
の
値
上
げ

に
よ
り
20
万
円
の
増
額
。
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
放
送
設
備
の
不
具
合
に
よ
り
、
全
国

市
有
物
件
災
害
共
済
会
か
ら
の
共
済
金
49
万
２
千
円
を
計
上
し
た
。

　

歳
出
で
は
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
費
に
１
億
２
千
２
２
８
万
２
千
円
を
、

火
葬
場
費
に
３
千
５
８
５
万
４
千
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
診
療
事
業
費
、
サ
マ

ー
ラ
ン
ド
管
理
運
営
費
等
を
計
上
し
た
。

2
月
12
日

須
高
行
政
事
務
組
合

　

定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
30
年
度
財
産
組
合
決
算
認
定
ほ
か
２

件
。

　

平
成
30
年
度
末
財
産
組
合
会
計
決
算
認
定
の
基
金
残
高
は
２
千
３
６
７
万
円
。

　

令
和
２
年
度
財
産
組
合
予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
０
万
円
が
計

上
さ
れ
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
林
業
振
興
費
・
協
議
会
負
担
金
で
１
１
９

万
２
千
円
。

　

令
和
元
年
度
財
産
組
合
補
正
予
算
は
、
既
定
の
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
27
万
円
を
追
加
し
、
１
７
０
万
９
千
円
と
す
る
こ
と
と
し
、

す
べ
て
原
案
と
お
り
可
決
し
た
。

　

一
般
会
計
、
老
人
福
祉
施
設
等
運
営
事
業
・
ご
み
処
理
施
設
事
業
特
別
会
計

な
ど
総
額
１
３
９
億
９
千
６
８
７
万
４
千
円
の
予
算
な
ど
を
議
決
し
た
。

 

当
市
関
係
の
主
な
も
の

 
・ 

千
曲
市
の
Ｂ
焼
却
施
設
は
台
風
19
号
に
よ
る
冠
水
被
害
に
よ
り
予
定
よ
り
６

カ
月
遅
れ
、
竣
工
は
令
和
４
年
３
月
末
に
な
る
見
込
み
。

 
・ 
須
坂
荘
の
移
管
先
を
グ
リ
ー
ン
ア
ル
ム
福
祉
会
に
決
定
。
令
和
２
年
度
は
引

継
ぎ
期
間
と
し
、
令
和
３
年
度
移
管
に
向
け
調
整
を
進
め
る
。

 

・ 

老
人
福
祉
施
設
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
要
望

し
た
。

2
月
13
日

高
山
村
外
一
市
一
町
財
産
組
合

2
月
14
日

長
野
広
域
連
合
議
会

森林環境譲与税を活用して整備される予定の坂田地区の山林

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

議
案
審
議
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本
定
例
会
で
は
、
代
表
質
問
と
一
般
質
問
を
２
月
2５
日
か
ら
2８
日

ま
で
の
４
日
間
行
い
、
代
表
質
問
１
会
派
１
人
・
一
般
質
問
1４
人
の

計
1５
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

一 般 質 問 項 目

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問

代表質問

代 表 質 問 項 目

浅井　洋子　……………………………
●  未来社会を担う高校生や若者が輝

けるまちづくり
●  健康に暮らせるまちづくり
●  防災・減災による災害に強いまち

づくり

酒井　和裕　……………………………
● 財政問題
● 教育行政
● 消防団の必要性

岡田　宗之　……………………………
● 文書館
● 感染症
● 学校教育

牧　重信　………………………………
●  第５次総合計画、後期基本計画
（2016 ～ 2020）

●  補助金、助成支援（中小企業）
●  プレミアム付商品券事業
●  マイナンバーカード

竹内　勉　………………………………
●  2020 年度予算過去最大の 275

億５千万円、健全財政は維持され
るのか

●  子ども達が明るく元気に社会の担
い手として成長する教育の推進を

●  各種健診の受診率を高め健康長寿
の須坂市を

●  臥竜公園エリアを官民連携で魅力
ある憩いの場にできるのか

堀内　章一　……………………………
●  須坂市行政
●  福祉行政

荒井　一彦　……………………………
●  災害時のボランティア活動
●  森林環境税と森林環境譲与税

石合　敬　………………………………
●  須坂市は須坂東高校を失ってよい

のか
●  国指定を目指す鎧塚古墳
●  町区の苦慮する役員選び
●  臥竜公園の運営
●  災害時に見えた重要課題
●  地下水実態調査

荒井　敏　……………………………
●  教育問題
●  「ふるさと納税」
●  防犯設備の設置

久保田　克彦　…………………………
●  「全国首長 9 条の会」への市長の対応
●  「全世代型社会保障」の標語のもと

に医療・介護などの制度改悪
●  必要なすべての人が利用できる生

活保護へ

佐藤　壽三郎　…………………………
●  須高地域の防災・減災・安心安全の

ために
●  須坂の子どもたちをどう護るか
●  須坂市の景気動向

水越　正和　……………………………
●  2020 東京オリンピック・パラリン

ピックにおけるホストタウンの取り
組み状況

●  「しらふじ」の民間賃貸

霜田　剛　………………………………
●  旧富士通、現㈱アールエフ須坂工

場のその後
●  「健康増進法」の改正
●  都市計画道路八町線

古家　敏男　……………………………
●  ふるさと納税ブーム
●  歴史的な町並みの保存
●  企業誘致と企業支援

新風共創会
宮本　泰也　……………………………

●  施政方針と政治姿勢
●  2020 年度当初予算と行財政運営

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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災害の早期復旧を‼浸水被害の北相之島

県からの譲渡で協議
北相之島の防災拠点施設の敷地は無償で

代表質問

施
政
方
針
と
政
治
姿
勢

問　

千
曲
川
の
中
野
市
立

ヶ
花
と
飯
山
市
の
戸
狩
地

区
の
狭
窄
部
の
掘
削
に
つ

い
て
は

市
長　

狭
窄
部
分
の
現
況

測
量
が
終
了
。
今
後
国
は

ど
の
よ
う
に
掘
削
す
る
か

検
討
す
る
と
の
こ
と
。

問　

２
億
２
千
万
円
で
整

備
す
る
地
域
防
災
拠
点
施

設
の
概
要
は
。

市
長　

災
害
時
の
自
主
防

災
組
織
等
活
動
拠
点
と
と

も
に
平
時
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
り
所
と
し
て

整
備
。
県
有
地
の
一
部
約

１
千
３
０
０
㎡
に
、
基
礎

高
を
上
げ
、
今
回
の
同
程

度
の
水
害
で
も
一
時
避
難

所
と
し
て
利
用
。
防
災
学

習
が
で
き
る
学
習
室
、
調

理
室
、
放
送
室
、
備
蓄
倉

庫
、
資
機
材
庫
、
太
陽
光

発
電
装
置
等
を
備
え
る
。

財
源
は
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
を
活
用
。

問　

本
来
造
成
す
べ
き
で

な
い
と
こ
ろ
に
団
地
造
成

し
た
責
任
が
県
に
あ
る
。

土
地
も
県
か
ら
無
償
で
借

り
る
べ
き
だ
。
２
千
万
円

の
寄
付
を
区
か
ら
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
。
市
の
責

任
に
お
い
て
整
備
す
べ
き

だ
。
寄
付
を
求
め
た
例
は

過
去
に
な
い
。

総
務
部
長　

土
地
は
譲
渡

で
県
と
協
議
中
。

問　

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
は
い
つ
ま

で
に
検
討
す
る
の
か
。

市
長　

で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
結
論
を
出
す
。

問　

上
高
井
招
魂
社
の
直

会
へ
の
公
費
支
出
は
須
高

三
市
町
村
議
会
で
は
公
費

負
担
を
や
め
る
方
針
だ
。

市
長
も
や
め
る
べ
き
だ
。

市
長　
「
平
和
を
願
う
市

民
代
表
」
と
し
て
参
加
し
、

直
会
の
費
用
と
し
て
奉
賛

会
へ
支
出
し
た
も
の
で
宗

教
活
動
を
援
助
す
る
も
の

で
は
な
い
。

当
初
予
算
と
行
財
政
運
営

問　

市
始
ま
っ
て
以
来
の

２
７
５
億
円
余
の
予
算
。

起
債
残
高
は
１６
年
ぶ
り
に

２
０
０
億
円
超
。
基
金
残

高
も
５２
億
円
が
３７
億
８
千

万
円
に
な
る
。
今
後
ど
う

す
る
の
か
。
長
期
的
展
望

に
立
っ
た
公
共
施
設
の
整

備
・
統
廃
合
見
直
し
を
。

副
市
長　

イ
ン
タ
ー
周
辺

開
発
な
ど
市
税
増
加
策
と

同
時
に
歳
出
削
減
に
取
り

組
む
。
施
設
も
必
要
で
あ

れ
ば
統
廃
合
を
検
討
す
る
。

問　

三
木
市
政
の
行
革
は
、

正
規
職
員
の
削
減
と
非
正

規
職
員
の
増
員
だ
。
会
計

年
度
任
用
職
員
を
フ
ル
タ

イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に

分
け
る
の
は
更
な
る
格
差

社
会
に
つ
な
が
る
。
市
民

課
窓
口
は
１５
分
だ
け
勤
務

時
間
の
短
い
パ
ー
ト
タ
イ

ム
職
員
で
は
な
く
、
フ
ル

タ
イ
ム
職
員
を
充
て
る
べ

き
だ
。

副
市
長　

フ
ル
タ
イ
ム
は

現
地
機
関
の
長
、
保
育
士
、

保
健
師
等
の
職
種
。
パ
ー

ト
タ
イ
ム
は
一
般
事
務
等

で
職
場
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
の

結
果
だ
。

人材が命の市政！
事務職はパートタイム
でなくフルタイムにす
べき。格差社会の拡大
となる

宮本 泰也 議員

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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浅井 洋子 議員市販と手作りのマスクです。コーヒー
フィルターでも作れます

一般質問

特
色
あ
る
高
校
に
向
け
た
協
議
会
の
意
見
は

総
合
学
科
・
総
合
技
術
高
校
へ
の
期
待
が
高
い

問　

須
坂
東
高
校
は
募
集

定
員
が
こ
こ
３
年
で
減
少

し
、
明
ら
か
に
再
編
の
対

象
に
入
る
の
で
は
な
い
か
。

昨
年
、
創
立
百
周
年
を
迎

え
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
高

校
の
一
つ
。
こ
の
よ
う
な

高
校
が
少
子
化
に
伴
う
高

校
再
編
の
対
象
に
上
が
る

こ
と
は
、
大
変
寂
し
く
断

腸
の
思
い
で
あ
る
。
し
か

し
、
高
校
再
編
と
い
う
激

動
期
を
迎
え
、
時
代
に
即

し
た
高
校
の
あ
り
方
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
校
の
将
来
を
考
え
る
協

議
会
で
は
ど
の
よ
う
な
意

見
が
出
さ
れ
た
の
か
。

市
長　

実
際
に
授
業
を
参

観
し
、
探
究
的
な
学
び
・

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
一
端
も
拝
見
し
た
。
国

際
化
に
向
け
、
海
外
留
学

し
て
も
単
位
が
認
め
ら
れ
、

第
２
外
国
語
も
学
べ
る
。

福
祉
・
介
護
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
概
念
に
な
い
学
科

も
学
べ
る
。
総
合
学
科
・

総
合
技
術
高
校
へ
の
期
待

が
高
い
印
象
を
持
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
市
の
対
策
は

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
は
無
症
状
感
染
の
心
配

が
あ
り
、
感
染
力
も
強
く
、

高
齢
者
や
既
往
症
の
あ
る

人
は
重
症
化
す
る
。
今
、

し
っ
か
り
と
し
た
予
防
の

時
だ
が
、
マ
ス
ク
も
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
も

店
頭
に
な
い
。
不

要
不
急
の
会
議
や

会
合
の
自
粛
、
軽

い
症
状
で
あ
れ
ば
、

自
宅
療
養
。
市
は

ど
の
よ
う
な
対
策

を
す
る
の
か
。
ま

た
、
指
定
感
染
症

に
指
定
さ
れ
た
の

で
、
学
校
で
の
対

応
は
。
併
せ
て
、
経
済
へ

の
影
響
に
も
配
慮
が
必
要

だ
と
思
う
が
、
市
民
へ
の

不
安
解
消
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　

２
月

２０

日
に
第
２
回
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
会
議
を
開
催
し
、
手
洗

い
方
法
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
掲
示
、
各
施
設
の
出
入

り
口
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
手

指
消
毒
の
設
置
と
今
後
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て

検
討
。
県
内
で
の
発
症
例

は
な
く
、
詳
細
は
今
後
決

定
す
る
。

堤
防
等
の
整
備
計
画
を
住

民
に
説
明
す
る
の
か

問　

被
害
を
受
け
た
地
域

で
は
、
越
水
に
よ
り
破
壊

さ
れ
た
堤
防
・
川
底
の
掘

削
等
の
整
備
計
画
を
地
域

住
民
に
説
明
な
ど
す
る
予

定
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

説
明
会
を
４
月
以
降
に
行

う
予
定
。

問　

排
水
機
場
の
運
転
は

緊
急
時
に
ト
ラ
ブ
ル
な
く

運
転
で
き
る
こ
と
が
ベ
ス

ト
。
現
体
制
に
加
え
強
化

で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
常

に
考
え
て
ほ
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

現
体
制
が
ベ
ス
ト
で
あ
る

が
、
他
に
良
い
方
法
が
あ

る
か
考
え
て
い
く
。

マスク・消毒液等、

いつになったら間に合

うのかな。最近はデマ

もあり、心配ですね

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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酒井 和裕 議員

大型商業施設の早期実現により、一般財源のアップが図れれば

インター周辺等重点事業を推進
一般財源を増やすには

一般質問

問　

一
般
財
源
を
増
や
す

こ
と
は
、
市
の
財
政
基
盤

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
だ

と
思
う
が
。

市
長　

開
発
の
推
進
を

重
点
事
業
と
し
て
取
り

組
み
、
そ

の
他
「
ま

ち
・
ひ
と

・
し
ご
と

創
生
総
合

戦
略
」
を

基
に
、
子

ど
も
は
宝

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推

進
、
移
住

支
援
、
産

業
振
興
や

企
業
立
地

の
促
進
な

ど
を
進
め

て
い
る
。

問　

税
収
の
増
加
を
図
れ

ば
自
治
体
で
自
由
に
使
え

る
お
金
が
増
え
る
。
企
業

誘
致
も
日
滝
原
産
業
団
地

が
完
売
し
て
以
来
、
進
展

し
て
い
な
い
が
。

市
長　

県
に
要
望
等
を
し

て
い
る
が
、
線
引
き
等
の

弊
害
が
あ
り
、
な
か
な
か

進
展
し
て
い
か
な
い
。

問　

経
常
収
支
比
率
は
財

政
の
弾
力
性
を
表
す
も
の

で
、
地
方
財
政
の
エ
ン
ゲ

ル
係
数
と
も
言
わ
れ
る
。

須
坂
市
の
場
合
、
平
成
２５

年
度
８９
・
１
％
で
県
下
１９

市
中
、
１４
位
だ
っ
た
も
の

が
３０
年
度
は
９２
・
８
％
で

１９
位
と
ゆ
と
り
が
な
い
市
、

ナ
ン
バ
ー
１
で
あ
り
、
改

善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

思
う
が
。

市
長　

当
市
の
場
合
、
経

常
収
支
比
率
が
高
い
の
は

市
税
収
入
な
ど
の
一
般
財

源
が
少
な
い
こ
と
が
主
な

原
因
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー

周
辺
開
発
等
の
重
点
事
業

の
取
り
組
み
や
事
務
事
業

の
見
直
し
、
新
た
な
事
業

も
真
に
必
要
な
事
業
の
優

先
順
位
を
つ
け
、
歳
出
の

削
減
を
同
時
に
進
め
、
体

質
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

教
育
問
題

問　

子
ど
も
た
ち
の
職
場

体
験
授
業
を
行
う
際
に
、

先
生
方
は
大
変
苦
労
を
さ

れ
、
企
業
と
打
ち
合
わ
せ

を
し
た
り
、
日
時
が
合
わ

な
く
、
受
け
入
れ
て
も
ら

え
な
い
場
合
等
も
あ
る
。

　

市
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
授

業
が
で
き
る
よ
う
、
ど
の

よ
う
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

校
長
会
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
委

員
会
と
連
携
し
、
教
育
委

員
会
と
し
て
協
力
・
連
携

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
検

討
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

消
防
行
政

問　

災
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
若
い
方
が
意
欲
的

に
参
加
・
活
動
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、
消
防
団
入
団

に
つ
な
が
ら
な
い
原
因
は
。

消
防
長　

拘
束
や
束
縛
さ

れ
る
こ
と
、
消
防
団
の
イ

メ
ー
ジ
に
良
い
印
象
が
な

い
な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ

る
が
、
消
防
団
員
や
関
係

者
は
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
よ

う
と
頑
張
っ
て
い
る
。

問　

団
員
の
現
場
等
の
安

全
対
策
は
。

消
防
長　

団
幹
部
と
協
議

し
、
安
全
管
理
者
を
配
置

す
る
な
ど
、
安
全
確
認
後

に
活
動
し
、
二
次
災
害
防

止
に
努
め
る
。

災害復旧、復興には消防

団員の力が不可欠。

地域の安全・安心のため

消防団への入団を

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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岡田 宗之 議員

小学校通学用「標準かばん」の試作品

小
学
校
通
学
用「
標
準
か
ば
ん
」の
導
入
は

５
月
よ
り
仮
予
約
を
受
付
開
始

一般質問
問　

購
入
方
法
は
。

教
育
次
長　

５
月
よ
り
仮

予
約
を
開
始
し
て
、
実
際

の
注
文
は
９
月
を
予
定
。

注
文
方
法
は
、
こ
れ
か
ら

詰
め
て
い
く
。

文
書
館
に
つ
い
て

問　

設
置
目
的
は
。

社
会
共
創
部
長　

歴
史
資
料
と
し
て

重
要
な
文
書
、
資

料
そ
の
他
の
記
録

を
収
集
及
び
保
存

し
、
広
く
一
般
に

利
用
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
記
録

を
次
世
代
に
繋
ぐ

た
め
の
施
設
。

問　

閲
覧
方
法
は
。

社
会
共
創
部
長　

来
館
い
た
だ
き
申
請
書
を

提
出
。
お
お
よ
そ

１０
日
ほ

ど
で
許
可
通
知
書
を
発
行
。

文
書
館
内
の
閲
覧
コ
ー
ナ

ー
で
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
。

問　

寄
託
制
度
と
は
。

社
会
共
創
部
長　

所
有
者

に
よ
っ
て
は
代
々
引
き
継

が
れ
て
き
た
古
文
書
な
ど

を
市
に
寄
贈
す
る
こ
と
に

躊
躇
さ
れ
る
方
も
い
て
、

市
域
の
歴
史
を
語
る
貴
重

な
古
文
書
が
破
棄
や
散
逸

し
な
い
よ
う
、
寄
託
制
度

の
説
明
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
制
度
は
文
書
を
預

か
る
期
間
を
決
め
て
契
約

し
、
預
か
っ
た
文
書
の
整

理
・
目
録
を
作
成
し
て
公

開
す
る
。
文
書
は
須
坂
市

所
有
の
文
書
と
同
一
の
取

り
扱
い
で
保
管
す
る
。

問　

年
報
や
目
録
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
は

ど
う
か
。

社
会
共
創
部
長　

文
書
館

を
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
情
報
発
信

と
利
用
促
進
に
向
け
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

感
染
症
に
つ
い
て

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
県
や
市
の
対
策
は
。

健
康
福
祉
部
長　

国
や
県

が
発
信
す
る
正
確
な
情
報

に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
感
染

防
止
の
た
め
、
手
洗
い
や

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
基
本

的
な
感
染
防
止
の
啓
発
と

併
せ
、
施
設
の
出
入
り
口

に
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
を
設
置
し
て
い
る
。

問　

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

は
第
一
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
だ
が
、
受
入
れ
る

感
染
症
の
種
類
や
施
設
の

基
準
は
。

健
康
福
祉
部
長　

危
険
性

が
極
め
て
高
い
エ
ボ
ラ
出

血
熱
や
ペ
ス
ト
な
ど
７
種

この議会報の発行時に

は、新型コロナウイル

スの「終息宣言」が出

ていますように…

類
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

施
設
は
内
部
の
空
気
を
特

殊
フ
ィ
ル
タ
ー
で
濾
過
し
、

気
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
、
病
棟
内
部
の
空
気
が

外
部
に
漏
れ
出
さ
な
い
よ

う
制
御
さ
れ
て
い
る
。
排

水
設
備
は
一
般
病
棟
と
は

別
に
専
用
の
排
水
処
理
設

備
を
設
置
し
、
十
分
な
消

毒
・
滅
菌
の
上
、
下
水
に

流
さ
れ
る
。

問　

安
全
性
は
。

健
康
福
祉
部
長　

し
っ
か

り
し
た
設
備
が
作
ら
れ
て

お
り
、
専
門
の
医
師
が
い

て
、
訓
練
も
さ
れ
て
い
る

の
で
安
全
で
あ
る
。

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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牧　重信 議員

財源活用は見直しの時期である

住民に負担を求める税は公平・公正に

一般質問

第
五
次
総
合
計
画
・
後
期

基
本
計
画

問　

施
策
の
推
進
に
つ
い

て
、「
求
め
る
か
ら
分
か

ち
合
い
・
与
え
合
い
・
譲

り
合
い
」
の
意
識
の
醸
成

を
図
る
こ
と
は
具
現
化
さ

れ
て
い
る
の
か
。

副
市
長　

地
域
安
全
サ
ポ

ー
タ
ー
に
よ
る
通
学
路
や

地
域
の
見
守
り
活
動
、
地

域
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

地
域
づ
く
り
活
動
、
保
健

補
導
員
会
や
食
生
活
改
善

協
議
会
の
自
主
活
動
、
消

防
団
活
性
化
と
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
、
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
や
道
普
請
等

の
推
進
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

中
小
企
業
の
補
助
金
・
助

成
支
援

問　

い
ろ
い
ろ
な
補
助
金

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

各
種
の

補
助
金
は
、
振
興
・
整
備

事
業
等
を
目
的
と
し
た
支

援
施
策
で
あ
り
、
商
工
業

振
興
を
進
め
て
い
る
。

問　

監
査
報
告
で
誤
り
や

根
拠
が
不
明
で
あ
り
、
適

切
な
処
理
に
努
め
ら
れ
た

い
と
の
指
摘
。

あたたかい

『ホスピタリティ』が

ありますか？

産
業
振
興
部
長　

そ
れ
ぞ

れ
改
善
し
、
監
査
委
員
会

事
務
局
へ
報
告
し
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
動
向

問　

対
象
者
は
何
人
で
、

ど
の
程
度
購
入
し
て
い
る

の
か
。

産
業
振
興
部
長　

２
月

２１

日
時
点
、
商
品
券
購
入
申

請
が
必
要
と
な
る
「
住
民

税
非
課
税
の
方
」
は
８
千

３
９
２
人
、
申
請
不
要
の

「
乳
幼
児
の
い
る
世
帯
」

は
１
千
２
２
１
人
で
合
計

９
千
６
１
３
人
。

　

住
民
税
非
課
税
者
の
購

入
率
は
約

３１
％
、
乳
幼
児

の
い
る
子
育
て
世
帯
は
約

６０
％
で
あ
る
。

市の事業は公正か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取

得
率

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
手
続
き
を
完
了
し
て
い

る
市
民
の
割
合
は
。

総
務
部
長　

１
月

３１
日
現

在
、
交
付
率
は
約

１１
％
で

あ
る
。

意
見　

税
に
関
わ
る
国
の

施
策
等
を
ふ
ま
え
、
市
政

の
財
源
を
鑑
み
れ
ば
、
事

業
の
成
果
に
問
題
が
あ
る
。

事
業
が
よ
く
見
え
な
い
。

制
度
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま

な
い
。
書
類
の
整
理
が
不

適
格
で
あ
っ
た
。
多
様
な

制
度
が
空
回
り
に
な
ら
な

い
よ
う
、
税
に
対
す
る
対

応
を
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
。

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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竹内　勉 議員

須
坂
東
高
校
存
続
の
願
い
は

ど
う
要
望
す
る
か
裏
付
け
が
必
要

一般質問
高
校
改
革
の
協
議
会
で
の

市
長
発
言
か
ら

問　
「
財
源
を
考
え
る
と

高
校
を
減
ら
す
再
編
を
」

の
報
道
。
発
言
の
真
意
は
。

市
長　

再
編
あ
り
き
で
話

は
し
て
い
な
い
。

　

普
通
高
校
２
校
と
も
現

状
維
持
で
新
た
な
学
び
に

ふ
さ
わ
し
い
環
境
整
備
が

で
き
る
の
か
。

　

時
代
に
合
わ
せ
た
高
校

づ
く
り
は
一
定
の
設
備
や

人
材
が
必
要
だ
が
財
源
は

限
ら
れ
て
い
る
。

問　

今
あ
る
財
源
の
パ
イ

で
は
再
編
も
や
む
な
し
の

答
弁
。「
日
本
が
教
育
に

か
け
る
予
算
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
中
で
極
め
て
低
い
」
と

発
言
。
国
に
対
し
て
財
政

支
援
の
要
望
を
す
る
の
か
。

市
長　

全
国
市
長
会
で
も

要
望
し
て
い
る
。

問　

２
校
と
も
残
す
要
望

も
含
め
て
地
域
の
願
い
が

反
映
さ
れ
る
可
能
性
は
。

市
長　

単
な
る
要
望
で
は

な
く
、
課
題
に
対
し
て
ど

う
い
う
考
え
方
で
要
望
し

て
い
く
か
裏
付
け
が
必
要
。

問　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
す
る
際
、
主
役
の
子

ど
も
達
と
保
護
者
、
地
域

住
民
の
要
望
・
意
見
を
広

く
聞
く
よ
う
な
機
会
は
設

け
る
の
か
。

市
長　

普
通
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
の
で
誰
で

も
意
見
は
言
え
る
。

問　

旧
須
坂
商
業
高
校
の

後
利
用
計
画
に
つ
い
て
県

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長　

県
か
ら
後
利
用
の

計
画
・
予
定
は
聞
い
て
い

な
い
。

生
徒
数
の
急
減
期
こ
そ

「
少
人
数
学
級
」
の
好
機

問　

在
籍
生
徒
数
５
２
０

人
以
下
が
２
年
続
く
と
再

編
対
象
と
な
る
が
。

教
育
長　
「
数
を
少
な
く

し
て
も
学
校
を
残
す
べ

き
」
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

　

あ
る
程
度
の
規
模
は
必

要
。

１５
年
後
に
ど
う
い
う

学
び
の
場
に
し
て
い
く
か

が
大
事
だ
。

問　

少
人
数
学
級
で
授
業

が
理
解
で
き
れ
ば
、
生
徒

自
身
で
ど
う
し
た
ら
授
業

が
分
か
る
よ
う
に
な
る
か
、

苦
手
科
目
を
克
服
で
き
る

よ
う
に
な
る
か
考
え
る
よ

う
に
な
る
。
切
磋
琢
磨
が

進
む
と
思
う
が
。

教
育
長　

教
員
も
生
徒
も

一
緒
に
学
ぶ
こ
と
は
大
事

だ
。
た
だ
少
な
け
れ
ば
い

い
と
は
言
え
な
い
。
特
に

高
校
生
は
自
分
の
将
来
を

考
え
て
い
く
時
期
な
の
で
、

色
々
な
考
え
方
の
人
と
切

磋
琢
磨
す
る
こ
と
が
大
事
。

生
徒
の
視
力
・
体
力
低
下

の
要
因
と
し
て
ゲ
ー
ム
や

ス
マ
ホ
等
の
依
存
が

問　

視
力
・
体
力
の
低
下

は
大
き
な
問
題
。
今
現
在

の
取
り
組
み
を
推
進
す
れ

ば
い
い
の
か
。

教
育
長　

こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
粘
り
強

く
進
め
る
。
も
っ
と
家
庭

に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
強

め
る
。

給食費は小学５万８千

円、中学６万８千円。

全国では軽減・無償化

が始まっているのに

須坂東高校を無くしてはいけない

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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堀内 章一 議員

【新型コロナ】感染症予防啓発チラシ

手洗いや咳エチケットなどの徹底を
新型コロナウイルスの予防策は

一般質問

問　

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
が
、

北
海
道
・
千
葉
・
愛
知
で

報
告
さ
れ
た
。
日
常
生
活

の
中
で
広
が
る
「
市
中
感

染
」
が
現
実
味
を
帯
び
て

い
る
。
市
に
お
い
て
も
、

感
染
症
予
防
に
備
え
対
策

を
加
速
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
、
具
体
的

な
予
防
策
は
。

市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
飛
沫
感

染
と
接
触
感
染
に
よ
り
う

つ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

予
防
策
と
し
て
は
、
厚
労

省
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
を
防
ぐ
に
は
」
の

中
で
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ

ッ
ト
な
ど
、
感
染
症
予
防

の
徹
底
が
示
さ
れ
て
い
る
。

問　

今
後
の
課
題
は
。

市
長　

国
内
で
の
感
染
者

が
発
生
し
て
い
る
状
況
を

み
る
と
、
誰
も
が
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
。
ま
ず
は
、
一
人
ひ
と

り
が
感
染
し
な
い
よ
う
予

防
対
策
と
医
療
提
供
が
維

持
で
き
る
よ
う
、
周
知
徹

底
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
開
発
目
標

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
具
体
的

取
り
組
み
は
。

市
長　

現
在
策
定
中
の
令

和
３
年
度
を
初
年
度
と
し

た
「
第
六
次
総
合
計
画
」

の
施
策
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

１７
の
ゴ
ー
ル
を
結
び
つ
け
、

ア
イ
コ
ン
を
紙
面
に
表
示

し
て
い
く
予
定
。

問　

職
員
の
名
刺
や
庁
舎

内
各
課
の
看
板
に
、
担
当

す
る
事
業
に
関
す
る
ア
イ

コ
ン
表
示
を
。

市
長　

職
員
の
「
自
ら
が

実
施
す
る
事
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
気
づ
く
」
こ
と
は
大

切
な
こ
と
、
ロ
ゴ
や
ア
イ

コ
ン
の
名
刺
及
び
各
課
の

看
板
へ
の
表
示
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

問　

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

の
認
識
は
。

健
康
福
祉
部
長　

２
人
に

１
人
が
が
ん
に
な
る
時

代
、
が
ん
医
療
の
進
歩
に

よ
り
治
療
を
継
続
し
な
が

ら
社
会
生
活
を
送
る
が
ん

患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
い

る
。「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ

ア
」
は
人
と
社
会
を
つ
な

ぐ
支
援
と
考
え
て
い
る
。

問　

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
は
、

数
万
円
か
ら
数
十
万
円
と

高
額
で
、
医
療
保
険
の
対

象
外
で
あ
る
た
め
、
経
済

的
負
担
も
大
き
い
。
助
成

金
制
度
の
導
入
を
望
む
声

を
聞
い
て
い
る
が
、
市
の

考
え
は
。

健
康
福
祉
部
長　

経
済
的

負
担
が
大
き
い
と
承
知
し

て
い
る
が
、
現
在
、
購
入

費
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

高齢者と基礎疾患のあ
る方は重症化しやすい
ため、感染症対策の徹
底を図ることが大切

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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手入れを待つ、須坂市の山々

国
税
で
令
和
６
年
か
ら
年
額
１
千
円
を
徴
収

森
林
環
境
税
の
徴
収
時
期
は

一般質問
問　

森
林
環
境
税
の
徴
収

目
的
は
。

産
業
振
興
部
長　

パ
リ
協

定
の
枠
組
み
の
下
で
、
わ

が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
目
的
の
達
成
や
災

害
防
止
等
を
図
る
た
め
、

森
林
整
備
等
に
必
要
な
地

方
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
目
的
で
、
国
税
と
し

て
徴
収
す
る
。

問　

森
林
環
境
譲
与
税
の

配
分
方
法
は
。

産
業
振
興
部
長　

財
源
を

活
用
す
る
た
め
全
額
を
森

林
環
境
譲
与
税
と
し
、
都

道
府
県
に
１
割
、
市
町
村

に
９
割
を
返
還
す
る
。

問　

森
林
環
境
税
の
納
税

時
期
と
納
税
義
務
者
は
。

産
業
振
興
部
長　

納
税
初

年
度
は
令
和
６
年
か
ら
と

す
る
。
納
税
義
務
者
は
、

個
人
住
民
税
の

納
税
者
で
、
１

人
年
額
１
千
円

を
市
町
村
が
住

民
税
と
併
せ
て

徴
収
す
る
。

問　

森
林
環
境

譲
与
税
額
の
令

和
元
年
度
実
績

及
び
令
和
２
年

度
か
ら
６
年
度

ま
で
の
予
定
額

は
。

産
業
振
興
部
長　

令
和
５

年
度
ま
で
は
借
入
金
で
前

倒
し
し
て
譲
与
す
る
。
須

坂
市
へ
は
令
和
元
年
度
７

０
０
万
円
で
、
そ
の
後
は

段
階
的
に
増
額
さ
れ
、
令

和
６
年
度
に
は
２
千
３
０

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
状
況
と
今
後
の
改
善

点問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
総

人
数
、
活
動
期
間
は
。

健
康
福
祉
部
長　

今
回
の

災
害
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
総
人
数
は
２
月

１９
日

現
在
、
２
千
１
５
７
人
。

期
間
は
災
害
か
ら
３
日
後

の
１０
月

１５
日
に
須
坂
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、

１１
月
４
日
に
閉

鎖
、
そ
の
後
は
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
継
続
し
て
今

日
に
至
る
。

問　

作
業
内
容
等
は
。

健
康
福
祉
部
長　

主
な
作

業
内
容
は
、
泥
出
し
、
家

財
の
運
び
出
し
、
ゴ
ミ
の

片
付
け
・
運
搬
等
で
あ
る
。

問　

活
動
者
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
や
聞
き
取
り
は
し
た

の
か
、
ま
た
御
礼
の
手
紙

等
は
出
し
た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

今
回
は

行
わ
な
か
っ
た
が
、
個
人

情
報
等
も
考
慮
し
、
今
後

の
検
討
事
項
と
す
る
。

問　

市
と
し
て
ど
ん
な
支

援
を
し
た
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

須
坂
温

泉
並
び
に
湯
っ
蔵
ん
ど
の

無
料
入
浴
券
を
配
布
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
市
民
の
協

力
に
よ
り
、
豚
汁
・
ひ
ん

の
べ
汁
の
炊
き
出
し
や
り

ん
ご
・
ぶ
ど
う
等
の
提
供

を
い
た
だ
き
喜
ば
れ
た
。

問　

今
回
、
発
表
さ
れ
た

県
の
支
援
策
は
。

健
康
福
祉
部
長　

ふ
る
さ

と
納
税
の
寄
付
金
を
財
源

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行

き
来
す
る
１
団
体
に
つ
き

最
高

２０
万
円
を
上
限
に
支

援
・
助
成
す
る
制
度
。

皆の森林環境税で、地

球にやさしい山林整備

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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公民館使用でよいと同意を得た

消防団から「詰所は必要だ」と聞いたか

一般質問

問　

昨
年
の
台
風
災
害
で

見
え
た
課
題
は
。

総
務
部
長　

備
品
・
施
設
・

備
蓄
等
必
要
な
事
柄
を
関

係
者
と
研
究
し
て
い
く
。

問　

詰
所
が
無
い
消
防
団

の
状
況
を
聞
い
た
か
。

市
長　

状
況
を
聞
き
、
現

状
で
同
意
を
得
て
い
る
。

須
坂
東
高
校
を
失
う
の
か

教
育
長　

在
籍
生
徒
数
５

２
０
人
以
下
が
２
年
続
く

と
再
編
対
象
に
な
る
。
中

学
生
徒
数
の
増
減
で
募
集

定
員
が
変
わ
る
。
現
在
協

議
会
で
あ
り
方
を
検
討
中
。

問　

高
校
が
無
く
な
る
と

選
択
肢
が
狭
く
な
る
。
須

坂
創
成
高
校
に
普
通
科
を

作
る
等
の
提
案
を
す
べ
き
。

同
時
に
再
編
に
際
し
、
中

学
校
卒
業
後
、
進
学
・
就

職
等
の
行
き
場
が
難
し
い

生
徒
を
受
け
入
れ

る
新
た
な
教
育
機

関
を
県
教
委
に
要

望
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

一
考
と

し
て
意
見
を
出
し

て
い
き
た
い
。

八
丁
鎧
塚
古
墳

問　

八
丁
鎧
塚
ま

つ
り
中
止
は
国
指

定
目
標
を
後
退
さ

せ
な
い
か
。
ま
た

市
よ
り
出
土
の
土

器
所
有
の
國
學
院

大
学
に
働
き
か
け
、

魅
力
あ
る
考
古
学
の
地
と

し
て
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

社
会
共
創
部
長　

ま
つ
り

は
１０
年
を
区
切
り
と
し
、

実
行
委
員
会
で
検
討
し
中

止
と
し
た
。
大
学
と
は
連

携
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

苦
慮
す
る
役
員
選
び

問　

町
区
を
通
し
て
役
員

選
出
さ
せ
る
こ
と
は
町
役

員
の
大
き
な
負
担
。
地
域

づ
く
り
推
進
委
員
は
２
年

任
期
で
何
回
も
受
け
る
人

が
い
る
。
ま
た
保
健
補
導

員
を
喜
ん
で
受
け
る
町
、

受
け
手
が
い
な
い
町
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
い

る
か
。

市
民
環
境
部
長　

そ
れ

ぞ
れ
の
規
約
に
基
づ
い

て
行
っ
て
お
り
、
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

問　

保
健
補
導
員
は
自

主
団
体
に
も
関
わ
ら
ず
、

市
は
町
区
に
役
員
を
選

出
さ
せ
る
。
ま
た
、
会

費
が
１
人
５
０
０
円
に

対
し
２４
倍
の
１
万
２
千

円
の
補
助
は
適
正
な
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

市
の
健

康
づ
く
り
を
共
に
担
う
団

体
と
し
て
適
正
だ
。

問　

町
区
の
状
況
を
聞
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

声
を
聞

き
、
変
更
し
て
き
て
い
る
。

臥
竜
公
園
の
運
営

問　

須
坂
市
動
物
園
は
専

門
的
に
管
理
す
べ
き
で
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

官
民
連
携
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
活
性
化
事
業
で
公
園
全

体
の
管
理
を
検
討
す
る
。

問　

動
物
園
内
の
意
思
疎

通
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
と

感
じ
る
が
。

市
長　

聞
き
取
り
も
す
る

が
、
知
っ
て
い
る
状
況
を

担
当
課
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

地
下
水
実
態
調
査

問　

調
査
結
果
を
受
け
、

工
業
会
の
た
め
に
も
条
例

を
緩
く
で
き
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長　

今
よ
り

地
下
水
活
用
が
見
込
め
る

た
め
委
員
会
で
検
討
す
る
。

市長は誰の声を聞いて
いるの？都合の良い市
民・部下の声を聞いた
って本物にならないよ

なぜこの広い場所に、消防団詰所を作らないの

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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須坂東高校の存続を願う

須
坂
東
高
校
は
残
せ
な
い
か

生
徒
数
が
減
少
す
る
の
は
確
実
だ

一般質問
問　

須
坂
東
高
校
の
今
年

の
募
集
定
員
は
２
０
０
名

か
ら
１
６
０
名
に
減
ら
さ

れ
、
在
籍
生
徒
総
数
が
５

６
０
名
に
な
る
。
２
年
目

は
５
２
０
名
、
３
年
目
は

４
８
０
名
に
な
る
。
県
教

委
の
再
編
基
準
は
、
５
２

０
名
以
下

が
２
年
続

く
と
再
編

対
象
と
な

っ
て
い
る
。

そ
ん
な
こ

と
は
分
か

っ
て
い
る

の
に
な
ぜ

反
対
し
な

か
っ
た
の

か
。
今
更

「
高
校
の

将
来
像
を

考
え
る
協
議
会
」
を
開
い

て
も
後
の
祭
り
。
た
だ
の

格
好
付
け
と
し
か
思
え
な

い
。
な
ん
と
か
し
て
残
せ

る
手
立
て
を
考
え
な
い
か
。

例
え
ば
、
多
部
制
・
単
位

制
の
学
科
や
、
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
教
育
を
行
う
学
科

を
、
１
ク
ラ
ス
（
４０
名
）

設
け
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

旧
第
２
通
学
区
に
は
定
時

制
課
程
が
中
野
立
志
舘
高

校
に
１
ク
ラ
ス
（
３０
名
）

あ
る
の
み
で
、
あ
と
は
旧

第
３
通
学
区
の
長
野
吉
田

高
校
、
長
野
高
校
、
長
野

商
業
高
校
、
長
野
工
業
高

校
へ
通
う
し
か
な
い
。
子

ど
も
が
夜
遅
く
電
車
に
乗

っ
て
往
復
２
時
間
も
か
け

て
通
う
の
は
危
険
だ
。
通

い
や
す
い
所
に
あ
る
べ
き

だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
生

徒
を
増
や
せ
ば
、
須
坂
東

高
校
を
残
せ
る
が
、
県
教

委
に
要
望
で
き
な
い
か
。

市
長　

地
域
で
魅
力
の
あ

る
高
校
を
作
っ
て
い
く
べ

き
、
と
の
意
見
が
協
議
会

で
は
多
く
出
て
い
た
。
長

い
将
来
を
見
る
と
中
学
校

卒
業
者
数
が
減
っ
て
い
く

の
は
確
実
だ
。

教
育
次
長　

定
時
制
・
多

部
制
・
単
位
制
等
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
の
あ
る
学
校
も

大
事
だ
と
思
う
。

大
幅
に
増
え
た
「
ふ
る
さ

と
納
税
」

問　

昨
年
の
「
ふ
る
さ
と

納
税
」
は
随
分
集
ま
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
ん
な

状
況
か
。
ま
た
、
須
坂
市

民
が
他
の
自
治
体
へ
寄
付

を
す
る
こ
と
に
よ
る
住
民

税
の
減
少
額
も
増
え
て
い

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

平
成

３１
年
は

前
年
の
約
３
倍
、
総
額

１３

億
５
千
万
円
程
の
寄
付
を

い
た
だ
い
た
。
他
の
自
治

体
へ
の
寄
付
に
よ
る
住
民

税
減
額
分
も
、
平
成

３０
年

２
千
３
０
０
万
円
、
平
成

３１
年
４
千
２
８
０
万
円
で

約
１
・
８
倍
に
増
え
た
。

豊洲地域防災拠点施設は
１階を浸水想定高１０ｍ
以上にするのか、今回の
浸水程度でよいのか

2018 年・2019 年「ふるさと応援寄付金」寄付額と経費内訳
（単位：万円）

寄付額 返礼品
調達額 配送費 寄付サイト

費用
管　理
委託料

決　済
手数料

経費
合計

収支
利益

2018 年
（確定額）

47,762 13,945 4,572 3,890 5,655 199 28,261 19,501 
寄付額に
対する割合 29.2% 9.6% 8.1% 11.8% 0.4% 59.1% 40.9%

2019 年
（予想額）

135,000 34,000 12,000 13,000 14,000 800 73,800 61,200 
寄付額に
対する割合 25.2% 8.9% 9.6% 10.4% 0.6% 54.7% 45.3%

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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久保田 克彦 議員

「生活保護のしおり」の改善を

「全国首長９条の会」には参加しない
憲法９条を守るため行動すべき時だ

一般質問

行
政
の
な
か
に

「
憲
法
遵
守
」
を

問　

９
条
改
憲
が
草
の
根

で
の
攻
防
に
入
っ
た
今
、

平
和
を
守
る
た
め
首
長
が

先
頭
に
立
た
な
い
の
か
。

市
長　
「
会
」
の
呼
び
か

け
は
、
安
倍
政
権
批
判
が

強
い
。
９
条
を
守
る
活
動

は
別
次
元
だ
と
考
え
る
。

問　

憲
法
の
「
平
和
の
う

ち
に
生
存
す
る
権
利
」
に

基
づ
き
、
地
方
自
治
の
本

旨
を
壊
す
国
の
頭
越
し
の

動
き
に
、
首
長
と
し
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
を
。

市
長　

市
長
会
等
で
発
言

し
て
い
く
。

介
護
保
険
料
の引

き
下
げ
を

問　

安
い
単
価
設
定
の
総

合
事
業
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
所
は
、
経
営
が

大
変
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

ま
た
、
要
支
援
者
の
受
け

入
れ
困
難
事
案
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

介
護
職

確
保
な
ど
の
難
し
い
事
情

も
あ
る
が
、
受
け
入
れ
が

さ
れ
な
い
事
態
は
な
い
。

問　

２０
年
度
は
今
期
計
画

の
最
終
年
、
こ
こ
ま
で
の

到
達
を
ど
う
み
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

推
移
を

み
る
と
最
終
事
業
費
は
、

１
３
０
億
円
程
度
に
な
る
。

問　

１０
数
億
円
余
り
が
過

大
だ
っ
た
、保
険
料
の
５
・

７
％
引
上
げ
は
必
要
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
次
期

事
業
計
画
で
は
、
高
す
ぎ

る
介
護
保
険
料
の
引
き
下

げ
を
実
施
す
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長　

独
居
世

帯
の
増
加
、
認
知
症
予
防

の
「
通
い
の
場
」
の
取
り

組
み
な
ど
、
事
業
費
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。

国
保
税
の
負
担
軽
減
と

制
度
の
改
革
を

問　

国
保
税
率
の
県
内
統

一
に
向
け
た
課
題
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長　

県
内
の

医
療
費
の
地
域
差
や
国
保

税
収
納
率
格
差
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

問　

新
年
度
の
県
納
付
金

は
、
一
人
当
た
り
１
万
３

８
０
０
円
の
減
額
だ
が
、

市
国
保
税
の
引
き
下
げ
は
。

健
康
福
祉
部
長　

現
行
の

ま
ま
据
え
置
き
と
す
る
。

問　

１８
歳
ま
で
の
「
均
等

割
」
免
除
の
必
要
額
は
。

健
康
福
祉
部
長　

２
千
１

３
０
万
円
必
要
に
な
る

必
要
な
す
べ
て
の
人
が

利
用
で
き
る
生
活
保
護
へ

問　

福
祉
事
務
所
の
窓
口

に
来
て
、
申
請
に
な
ら
な

か
っ
た
事
例
、
人
数
は
。

健
康
福
祉
部
長　

６５
世
帯

の
相
談
が
あ
り
、

４２
世
帯

が
申
請
に
い
た
ら
ず
。

問　
「
生
活
保
護
の
し
お

り
」
の
見
直
し
と
、
窓
口

対
応
を
親
し
み
や
す
い
相

談
体
制
に
改
善
す
る
こ
と
。

健
康
福
祉
部
長　

必
要
な

人
に
、
必
要
な
支
援
が
行

き
届
く
よ
う
に
努
め
る
。

声高の改憲をやり過ご
し、公費払って政教分
離合憲と。チョットそ
れって公人のご都合？

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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佐藤 壽三郎 議員

農地排土作業の様子
（市農林課提供）

一般質問

農
地
の
泥
撤
去
は

春
の
農
作
業
に
間
に
合
う
よ
う
努
め
る

１２
月

２５
日
よ
り
撤
去
を
開

始
し
た
。

問　

北
相
之
島
町
住
民
の

浸
水
被
災
家
屋
の
復
旧
状

況
は
。

副
市
長　

災
害
救
助
法
に

基
づ
く
住
宅
の
応
急
修
理

制
度
に
該
当
す
る
、
半
壊

以
上
の
戸
建
て
住
宅
１
３

３
件
の
う
ち
、
現
在

５９
件

の
応
急
修
理
等
が
完
了
し

た
と
の
こ
と
。

問　

再
び
襲
う
水
害
か
ら

生
命
・
財
産
を
守
る
た
め

に
は
、
今
こ
の
時
点
で
、

北
相
之
島
町
全
体
を
集
団

移
住
す
る
計
画
を
、
模
索

捗
状
況
は
。

副
市
長　

耕
作
者
等
か
ら

個
別
に
土
砂
等
の
撤
去
の

申
請
を
い
た
だ
き
、
国
の

災
害
復
旧
事
業
を
活
用
し

台
風
１９
号
に
関
わ
る
再
検

証問　

市
の
農
地
の
復
旧
作

業
の
う
ち
、
泥
撤
去
の
進

す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が

か
。

副
市
長　

国
で
は
「
防
災

集
団
移
転
促
進
事
業
」
と

い
う
補
助
の
制
度
が
あ
る

が
、
土
地
購
入
・
建
物
の

建
築
費
は
個
人
の
負
担
と

な
る
。
実
施
を
す
る
場
合

は
、
ま
ず
北
相
之
島
町
住

民
の
皆
さ
ま
の
合
意
を
得

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

今
の
時
点
で
の
集
団
移
住

の
検
討
は
考
え
づ
ら
い
。

新
型
肺
炎

問　

新
型
肺
炎
に
対
す

る
市
の
対
応
は
。

教
育
長　

感
染
防
止
の
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の

行
動
が
重
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
国
や
県
が
発
信
す

る
正
確
な
情
報
に
基
づ
い

て
行
動
す
る
と
と
も
に
、

手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

な
ど
基
本
的
な
感
染
症
対

策
の
徹
底
を
お
願
い
し
た

い
。

須
坂
の
景
気
動
向

問　

昨
年
１０
月
の
消
費
増

税
、
台
風
１９
号
の
襲
来
に

よ
る
甚
大
な
被
害
発
生
、

さ
ら
に
新
型
肺
炎
の
感
染

拡
大
が
、
日
本
経
済
に
及

ぼ
す
影
響
は
甚
だ
し
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

内
閣
府
が
２
月
１７
日
発

表
し
た
２
０
１
９
年
１０

～
１２
月
期
の
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
速
報
値
は
、

物
価
変
動
の
影
響
を
除
い

た
実
質
の
季
節
調
整
値
で

前
期
比
１
・
６
％
減
、
年

率
換
算
で
６
・
３
％
減
と

の
こ
と
。

　

市
内
の
景
気
の
下
振
れ

リ
ス
ク
の
懸
念
は
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長　

市
が
四

半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い

る
、
企
業
動
向
調
査
の
直

近
の
集
計
結
果
を
見
て
も
、

新
型
肺
炎
の
ほ
か
米
中
摩

擦
問
題
、
台
風

１９
号
の
影

響
に
よ
る
景
気
減
速
に
対

す
る
、
不
安
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
。

さ
ら
な
る
感
染
拡
大
に
よ

る
下
振
れ
リ
ス
ク
も
高
ま

る
と
懸
念
し
て
お
り
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

史記に「人間の賢と愚も、
つまり鼠の如きもので、
その居る場所で決るのだ」
と…

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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賃借者を待つ早春の「しらふじ」

水越 正和 議員

契約書に内容を盛り込む予定

しらふじの賃貸審査と議会の意向は

一般質問

公
表
は
で
き
な
い
。

問　

公
表
す
べ
き
で
は
。

市
長　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
も
あ
り
で
き
な
い
。

問　

審
査
委
員
に
応
募
書

類
が
渡
っ
た
の
は
い
つ
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

審
査
の
前
日
ぐ
ら
い
。

問　

こ
ん
な
状
況
で
十
分

に
審
査
が
で
き
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

内
容
を
熟
知
し
て
審
査
し

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　

昨
年
の
３
月
議
会
で

否
決
さ
れ
た
理
由
や
６
月

議
会
の
附
帯
決
議
を
配
慮

し
て
審
査
し
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

唐
突
な
点
は
６
月
議
会
で

丁
寧
に
説
明
し
た
。
附
帯

決
議
の
内
容
は
、
契
約
書

に
盛
り
込
む
こ
と
を
賃
借

者
に
説
明
し
て
い
る
。

問　

何
組
の
応
募
が
あ
っ

た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

見
学
会
は
市
内
３
団
体
が

参
加
し
た
が
、
実
際
に
応

募
し
た
の
は
２
団
体
。

問　

応
募
が
少
な
い
理
由

は
、
公
募
期
間
が
短
か
か

っ
た
の
か
、
広
報
が
足
り

な
か
っ
た
の
か
、
賃
貸
の

条
件
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

公
募
期
間
を
２
カ
月
と
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も

広
報
し
た
。
賃
貸
条
件
は

厳
し
く
な
い
と
考
え
る
。

問　

選
考
委
員
は
い
つ
決

定
し
た
の
か
。
ま
た
そ
の

委
員
名
を
公
表
す
る
こ
と

は
可
能
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

委
員
は
公
募
当
初
か
ら
決

ま
っ
て
い
た
が
、
名
前
の

問　

賃
借
者
の
事
業
内
容

や
評
価
さ
れ
た
点
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

市
内
の
景
観
育
成
団
体
を

核
と
し
た
民
間
組
織
で
、

飲
食
店
、
宿
泊
業
、
雑
貨

店
経
営
者
の
グ
ル
ー
プ
だ
。

　

地
域
の
活
性
化
や
観
光

客
の
誘
致
な
ど
、
新
た
な

賑
わ
い
や
交
流
を
創
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
点
を
評

価
し
た
。

問　

噂
に
な
っ
た
団
体
が

賃
借
者
と
な
っ
た
と
理
解

し
て
よ
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

賃
借
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
や
知
識
の
あ
る
若
手

で
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

だ
。

問　

審
査
時
に
忖
度
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

審
査
委
員
の
中
に

そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い
。

問　

建
築
基
準
法
や
消
防

法
上
の
観
点
か
ら
も
審
査

を
し
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

応
募
要
項
に
う
た
っ
て
お

り
、
適
法
に
応
募
さ
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。
最

終
的
に
は
、
図
面
が
完
成

し
た
段
階
で
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。

しらふじの審査で不採
用の案も生かせるまち
づくりを

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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霜田　剛 議員

ア
ー
ル
エ
フ
須
坂
工
場
の
土
壌
調
査
は

検
査
結
果
を
県
と
市
へ
提
出

一般質問

に
元
気
と
賑
わ
い
を
も
た

ら
す
が
。

産
業
振
興
部
長　

操
業
開

始
は
、
地
域
経
済
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
た
め
、

ア
ー
ル
エ
フ
社
長
と
市
長

の
懇
談
を
要
望
し
て
い
る
。

問　

自
社
で
工
場
稼
働
が

工
場
稼
働
の
支
援
策
は

問　

元
気
な
町
づ
く
り
に

ア
ー
ル
エ
フ
須
坂
工
場
の

稼
働
支
援
は
必
要
だ
。

産
業
振
興
部
長　

早
期
操

業
開
始
の
要
望
や
補
助
金

等
の
提
案
を
し
た
が
、
必

要
と
し
な
い
考
え
で
あ
る
。

問　

工
場
稼
働
に
よ
る
雇

用
の
拡
大
は
地
域
経
済
全

体
を
豊
か
に
す
る
。
イ
ン

タ
ー
周
辺
開
発
に
よ
る
、

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策

と
し
て
、
ま
る
ご
と
博
物

館
構
想
や
臥
竜
公
園
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
等
と
連
携
す

れ
ば
、
よ
り
一
層
効
果
的

で
き
な
け
れ
ば
、
空
き
工

場
を
他
社
へ
貸
し
付
け
る

提
案
を
し
て
は

市
長　

民
間
企
業
に
そ
の

よ
う
な
提
案
は
難
し
い
。

健
康
増
進
法
の
改
正

問　

４
月
１
日
に
改
正
施

行
さ
れ
る
健
康
増
進
法
の

市
の
対
応
を
、
市
民
へ
ど

う
周
知
徹
底
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

市
役
所

庁
舎
の
喫
煙
所
は
多
目
的

広
場
の
一
角
に
移
転
し
、

受
動
喫
煙
防
止
の
特
定
屋

外
喫
煙
場
所
と
し
た
。

　

市
民
へ
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
、
各
町

区
長
あ
て
に
公
会
堂
等
に

お
け
る「
受
動
喫
煙
対
策
」

の
通
知
を
送
付
し
た
。

都
市
計
画
道
路
八
町
線

問　

事
業
説
明
会
で
は
、

今
回
の
工
事
区
間
が
「
劇

場
通
り
～
国
道
４
０
６

号
」
の
１
２
０
ｍ
と
の
こ

と
だ
が
課
題
は
な
に
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

道
路
緑
化
で
あ
る
。
歩
道

に
移
動
可
能
な
プ
ラ
ン
タ

ー
形
式
の
植
栽
を
提
案
し

た
が
、
維
持
管
理
に
不
安

を
感
じ
る
方
が
多
か
っ
た
。

沿
線
地
権
者
へ
緑
化
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
検

討
す
る
。

問　

道
路
は
沿
線
住
民
の

も
の
で
は
な
く
、
地
域
住

民
み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、

植
栽
緑
化
は
泉
小
路
活
性

化
の
会
か
ら
の
引
き
継
ぎ

事
業
計
画
だ
。
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
範
囲
を
広
げ
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

地
元
区
役
員
の
皆
さ
ま
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
沿
線

地
権
者
の
同
意
を
得
て
緑

化
を
図
っ
て
い
く
。

問　

泉
小
路
一
帯
は
、
町

の
枠
を
超
え
た
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
人
情
あ
る
人

と
人
の
絆
の
深
い
地
域
だ
。

植
栽
を
き
っ
か
け
に
そ
れ

ら
の
維
持
に
繋
が
る
契
機

に
し
て
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
大

切
だ
。
管
理
す
る
人
が
い

れ
ば
よ
い
が
。

中心市街地活性化は、
あらゆる手段を講じて
臨むことが必要だ

今なお稼働しない
アールエフ須坂工場

工事を開始した泉小路
（劇場通り～国道406号）

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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古家 敏男 議員

サイトの増と先行予約による
ふるさと納税受入額の大幅増は

一般質問

問　

返
礼
品
に
か
か
る
経

費
削
減
の
努
力
は
。

総
務
部
長　

市
で
は
配

送
・
在
庫
管
理
業
務
や
寄

附
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

対
応
な
ど
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
業
務
、
返
礼
品
の
Ｐ

Ｒ
業
務
に
つ
い
て
、
昨
年

１１
月
に
業
務
委
託
契
約
の

変
更
を
行
い
、
業
務
委
託

手
数
料
を
見
直
し
た
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
ど

の
よ
う
な
事
業
に
使
う
の

か
。

総
務
部
長　

令
和
元
年
度

寄
附
金
の
主
な
活
用
に
つ

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
で
は

道
路
改
良
事
業
と
道
路
維

持
補
修
事
業
。　

　

産
業
振
興
で
は
、
農
業

後
継
者
対
策
事
業
や
商
業

振
興
事
業
、
観
光
誘
客
・

宣
伝
事
業
な
ど
。

　

子
ど
も
は
宝
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
で
は
、
教
育

活
動
支
援
事
業
や
就
学
支

援
事
業
、
小
学
校
施
設
整

備
事
業
な
ど
。

　

須
坂
市
に
お
任
せ
で
は
、

福
祉
医
療
費
給
付
金
事
業

や
予
防
接
種
事
業
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備

事
業
な
ど
で
、
令
和
２
年

度
の
各
事
業
に
財
源
充
当

の
予
定
。

問　

こ
れ
か
ら
の
方
向
性

は
。

総
務
部
長　

ふ
る
さ
と
納

税
を
す
る
方
お
よ
び
寄
付

額
は
、
今
後
も
増
加
が
予

想
さ
れ
る
が
、
制
度
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
先
、
大

き
く
変
わ
る
可
能
性
も
あ

る
、
市
で
は
現
在
の
制
度

が
続
く
限
り
、
決
ま
り
を

遵
守
す
る
中
で
、
寄
附
額

の
増
、
地
場
産
品
等
の
全

国
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

歴
史
的
町
並
み
の
保
存

問　

調
査
委
員
会
の
進
捗

状
況
は
。

社
会
共
創
部
長　

伝
統
的

建
造
物
群
等
の
調
査
に
つ

い
て
は
、
信
州
大
学
工
学

部
に
委
託
し
、
歴
史
的
価

値
の
高
い
と
思
わ
れ
る
建

造
物
や
特
徴
の
あ
る
建
物

と
し
て
抽
出
し
た

３５
カ
所

の
調
査
作
業
は
ほ
ぼ
終
え

て
い
る
。
保
存
対
策
、
調

査
報
告
書
に
関
し
て
は
、

各
種
調
査
を
踏
ま
え
て
、

現
在
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

問　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

社
会
共
創
部
長　

２
０
２

０
年
度
は
建
物
所
有
者
や

地
域
住
民
の
方
々
に
説
明

し
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上

で
、
伝
建
地
区
の
範
囲
を

定
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
保
存
の
た
め
の

基
準
案
や
補
助
制
度
な
ど

の
制
度
設
計
も
検
討
し
、

修
理
・
修
景
の
基
準
や
補

助
制
度
、
税
制
の
優
遇
措

置
な
ど
を
所
有
者
に
お
示

し
し
、
将
来
に
向
け
て
保

存
す
べ
き
建
物
で
あ
る
特

定
物
件
に

つ
い
て
同

意
い
た
だ

き
た
い
と

考
え
る
。

　

伝
統
的

建
造
物
群

保
存
地
区

条
例
等
の

整
備
や
保

存
審
議
会

の
設
置
を

経
て
、
順

調
に
進
む

と
、
最
短

で
２
０
２
１
年
度
に
、
都

市
計
画
決
定
で
市
と
し
て

伝
建
地
区
を
決
定
し
、
国

に
重
伝
建
選
定
の
申
し
出

が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

重要伝統的建造物群保存
地区選定で歴史的町並み
を保存しよう

歴史的な蔵の町並み

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会
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■■■■■■ ３月定例会の議決結果 ■■■■■■

番　　号 件　　　　　　　　名

議案第２号 辺地に係る総合整備計画の変更
峰の原辺地に係る総合整備計画を変更

議案第３号 市道の認定 
市道１路線を認定

議案第４号 森林環境譲与税基金条例の制定
基金の設置・積立て及び管理・運用益金の処理等を定める

議案第５号
行政手続等における情報通信の技術の利用に関
する条例の一部改正
題名を改め、情報通信技術の利用について規定を加える

議案第６号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正
成年被後見人の一律な権利制限を改める

議案第７号
第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び
費用弁償に関する条例の一部改正
パートタイム会計年度任用職員の報酬及び令和２年６月に支
給する期末手当に関する特例を定める

議案第８号
第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例
の一部改正
フルタイム会計年度任用職員の給料及び令和２年６月に支給
する期末手当に関する特例を定める

議案第９号 市職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正
会計年度任用職員の服務の宣誓を改める

議案第 10 号
市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補
償等に関する条例の一部改正
フルタイム会計年度任用職員の補償基礎額を改める等

議案第 11 号 固定資産評価審査委員会条例の一部改正
引用する法律名及び条項を改める

議案第 12 号
国民健康保険税条例の一部改正
医療･介護分に係る課税限度額の引き上げ、軽減判定所得の基準
額の引き上げ等

議案第 13 号
2019 年度一般会計補正予算第８号
小 ･ 中学校９校における高速大容量ネットワーク環境の整
備・ふるさと応援寄附金の積立金等の増額・各事業費の精査
等（５億 6,768 万９千円増）

議案第 14 号
2019 年度国民健康保険特別会計補正予算第３
号
保険給付費精査等（△ 8,001 万３千円）

議案第 15 号
2019 年度井上、幸高、九反田、中島財産区特
別会計補正予算第２号
土地貸付収入増等（13 万４千円増）

議案第 16 号 2019 年度介護保険特別会計補正予算第４号
保険給付費精査等（△１億 5,108 万３千円）

議案第 17 号
2019 年度後期高齢者医療特別会計補正予算第
３号
保険料等負担金（2,567 万８千円増）　

議案第 18 号

2019 年度水道事業会計補正予算第３号
水道料金精査（収益的収入 : △ 1,552 万６千円）
事業費精査（収益的支出 : △ 499 万２千円）
企業債精査（資本的収入 : △ 662 万円）
事業費精査（資本的支出 : △１億 5,723 万２千円）

番　　号 件　　　　　　　　名

議案第 19 号

2019 年度下水道事業会計補正予算第４号
前年度負担金返還金の増額（収益的収入 :1,946 万円）
事業費精査（収益的支出 : △ 355 万２千円）
災害復旧に対する起債（資本的収入 : ４億 4,372 万 2 千円）
災害復旧分の建設負担金（資本的支出 : ５億 3,797 万 9 千円）

議案第 20 号
2019 年度須坂市宅地造成事業会計補正予算第
１号
野辺地籍売却繰り延べによる収益・原価

（収益的収入 : △ 629 万 3 千円　支出 : △ 466 万 1 千円）

議案第 22 号 2020 年度国民健康保険特別会計予算
（50 億 9,798 万５千円）

議案第 23 号 2020 年度井上、幸高、九反田、中島財産区特
別会計予算（789 万２千円）

議案第 24 号 2020 年度介護保険特別会計予算
（45 億 516 万６千円）

議案第 26 号
2020 年度水道事業会計予算

（ 収 益 的 収 入 :12 億 6,877 万 ５ 千 円　 支 出 :11 億 9,660
万１千円）

（資本的収入 :6,505 万２千円　支出 :11 億 1,007 万２千円）

議案第 27 号
2020 年度下水道事業会計予算

（ 収 益 的 収 入 :20 億 6,069 万 ６ 千 円　 支 出 :18 億 534
万９千円）

（資本的収入 :14 億 6,326 万円　支出 :22 億 7670 万９千円）

議案第 28 号 2020 年度須坂市宅地造成事業会計予算
（収益的収入 :645 万７千円　支出 :757 万円）

同意第２号 監査委員の選任（同意）　
鰐川　晴夫氏（再任）

同意第３号 公平委員会委員の選任（同意）　
竹前　寛明氏（新任）

同意第４号 固定資産評価員の選任（同意）　
青木　正敏氏（新任）

同意第５号 固定資産評価審査委員会委員の選任（同意）　
内舩　正俊氏（再任）

諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求める
こと（異議なき旨を答申）
篠塚　みち子氏（新任）

議会第１号
須坂市議会政務活動費の交付に関する条例の一
部改正
政務活動費を１人あたり年額 15 万円から 18 万円に改める

意見書第１号 医師養成定員を減らす政府方針の見直し並びに
地域医療を担う医師の確保を求める意見書

意見書第２号 台風 19 号に係る復旧・復興に向けた対策を求
める意見書

意見書第３号 令和元年台風第 19 号災害からの早期復旧を求
める意見書

全会一致による可決案件

審
査
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問
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当市の復旧状況や課題を説明

両市議会の取り組みについて意見交換

日本初の冷凍マグロ専用卸売市場

賛否が分かれた案件
会　派　　
議員名　　

　　議案等名

議決
結果

新風共創会 輝創会 共産 無所
属ク 新政会

宮
本
　
泰
也

荒
井
　
　
敏

西
澤
え
み
子

石
合
　
　
敬

塩
﨑
　
貞
夫

岡
田
　
宗
之

浅
井
　
洋
子

中
島
　
義
浩

宮
坂
　
成
一

竹
内
　
　
勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

堀
内
　
章
一

牧
　
　
重
信

荒
井
　
一
彦

古
家
　
敏
男

水
越
　
正
和

酒
井
　
和
裕

霜
田
　
　
剛

議案第 21 号

2020 年度
一般会計予算
　インター周辺の道
路整備・豊洲地域の
防災拠点施設整備・
学校給食センターの
建設等

（275 億５千万円）

健全育成推進事業
育成会活動交付金
に関する修正案

否決 ○ ○ ○ ○ ● ● △ － ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ●

原案 可決 ● ● ● ● ○ ○ ○ － ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議案第 25 号
2020 年度須坂市後期高齢者
医療特別会計予算

（７億 434 万５千円）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第１号 副市長の選任　
中澤　正直氏（再任）

原案
同意

投票表決（無記名投票）により採決を行ったため、各議員の賛否は不明
【賛成 15・反対 3】

　　　☆　○は賛成　●は反対　△は退席
　　　☆　議長 中島 義浩 は可否同数以外は採決に加わらない
　　　☆　会派名の略称：無所属ク→無所属クラブ　共産→日本共産党　

三
浦
市
議
会
と
の
研
修
交
流

全
国
市
議
会
議
長
会
正
副
会
長
に
よ
る

台
風
等
被
災
地
視
察

期
日
：
２
月
３
日
・
４
日

場
所
：
神
奈
川
県
三
浦
市

　

姉
妹
都
市
で
あ

る
三
浦
市
議
会
と

の
研
修
交
流
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

両
市
を
理
解
し
、

交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
２
年
ご

と
に
実
施
さ
れ
て
お

り
、
須
坂
市
か
ら
議

員
１６
人
が
参
加
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
両
市
の
課
題
案
件
に
対
す
る
議
会
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
特
に
議
員
の
な
り

手
不
足
解
消
の
方
策
や
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
、
活
発

な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
冷
凍

マ
グ
ロ
の
低
温

卸
売
市
場
や
大

根
の
出
荷
場
等

の
施
設
を
視
察

し
た
。

期
日
：
２
月

１９
日

　

昨
年
の
台
風

１９
号
災
害
に
お
け
る
当
市
の
復
旧
状
況

や
課
題
、
市
議
会
に
お
け
る
災
害
対
応
に
つ
い
て
聴
取

す
る
た
め
、
全
国
市
議
会
議
長
会
正
副
会
長
等
、

１１
人

が
来
庁
さ
れ
た
。

　

当
市
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
野
尻
会
長
か
ら
「
全
国

市
議
会
議
長
会
と
し
て
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
、
生
活

支
援
な
ど
を
国
に
要
望
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
等
を
勉
強
し
、
今
後
の
要
望
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
」
と
の
話
が
あ
っ
た
。
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　平成 31 年２月施行の市議会議員選挙では初めての無投票となりました。須坂市議会では、この結

果を受けて、近年マスコミ等でも報道されています地方議会議員のなり手不足は当市でも深刻な課

題であると捉え、平成 31 年の３月定例市議会において「市議会議員選挙の課題等検討特別委員会」

を設置し、検証を開始しました。

　議会や議員の活動など市民の皆様がどのように考えておられるかをお聞きし、なり手不足解消の

方策を探るため令和元年 11月に市民アンケートを実施しました。

　アンケート調査結果がまとまりましたので紙面の都合上抜粋して報告します。

なおここに載せきれなかった全てのご意見は、市議会ホームページをご覧下さい。

右のQRコードからアクセスできます。

【調査の概要】

　調査区域：須坂市内全域（一部被災された北相之島町などを除く）

　調査対象：住民基本台帳から無作為抽出した 18歳以上 80歳代までの男女 1,962 人

　調査時期：令和元年 11月１日から 11月 22日（回答期限）

　回 答 率：30.3％（594 人）

◎市議会の活動に関心はありますか（回答は一つ）

　　関心があるとないは、拮抗し、どちらとも言えないが 46％で約半数が判断しかねるとの状況で

した。

須坂市議会に関する市民アンケート調査結果のお知らせ

設問1　回答者の性別及び年齢

0 50 100 150 200

女
48％

男
48％

未回答
4％

関心がある
27％

関心がない
26％

どちらとも言えない
46％

未回答
1％

70代以上

60 代

50 代

40 代

30 代

20 代

10 代

未回答 3

147

167

109

101

35

27

5
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◎市議会報「こんにちは須坂市議会です」を読んでいますか（回答は一つ）　　

◎議会や議員の活動状況などの情報をどこから得ていますか。（複数回答）

　　市議会報、議員個人の報告会・チラシ等が多く、議員から直接、市議会ホームページが少ない

結果でした。その他は、新聞、テレビ等からと思われます。

◎議員が、市民の代表として市政に市民の声を反映していると思いますか。（回答は一つ）

◆「反映していないと思う」を選択された方の理由（複数回答）

設問2　市議会の活動、広報等について

設問3　市議会議員に関して

　　関心のあるものだけ読むが約６割で、約 7割の方が目を通されているとの結果でした。

　　市議会の情報をお知らせするため、一層紙面の充実に努めます。

ほとんど読まない
23％

関心のあるものだけ読む
63％

すべて読む
13％

未回答
1％

わからない
50％

反映していると思う
21％

反映していないと思う
28％

未回答
1％

18市議会ホームページ

33議員から直接聞いている

390こんにちは須坂市議会です

152議員個人の報告会・チラシ等

101その他

0 100 200 300 400 500

116市民との対話がない

77市民の要望が実現されていない

60議会で積極的に発言していると思えない

26その他

0 20 40 60 80 100 120 140
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◎議会による健全な審議や市政のチェック機能を今後も継続していくため、議員定数が何人が良い
と思いますか。その理由も記入ください。（回答は一つ）

◎近年多くの市町村議会議員選挙で無投票になり、議員のなり手不足が深刻化しております。あな
たが立候補するには何が障害になりますか。（複数回答）

　　他の設問で、議員の仕事は、専業でやるべきとの回答が 149人ありました。

設問4　市議会議員のなり手不足について

・年齢、体力的に無理

・自分に能力がない、自信・知識・資質がない、興味がない

・市議会議員の仕事内容がわからない、地区の支援、後援会組織立上げが必要　などその他の意見

◆その他と回答された方の理由（自由記述）

◯現状のまま（定数20人）

　・現状維持、現定数が適当・充分な人数、必要人数がわからないが現状で

　・人口規模、財政規模、各地区の意見を反映するには適当

　・多様な意見、市政のチェック機能を維持するためには適当

　・なり手不足と議員定数の問題は別の問題と思うからなど　その他の意見

◯少なくした方がいい

　・経費節減、人口減少、財政が厳しいから、同規模の他市に比べて多い

　・なり手不足対策、議員報酬を上げ定数を削減、定数を減らし活発な議論・活動を

　・理由は明確でないが多すぎる、必要ない

　・選挙を行うべき、定数割れするならその分議員を少なくするなど　その他の意見

◆理由について（自由記述）

未回答
6％

多くした方がいい
4％

少なくした方がいい
43％

現状のまま
47％

4000 100 200 300

170家族の理解

298議員と仕事（家事などを含む）の両立ができない

153政治に関心がない

257選挙費用がかかる

71議員報酬が低い

85その他
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◎あなたが議員になるとしたら、議員報酬は月額どれくらいが必要ですか。（金額を記載）

　　現在の須坂市議会議員の報酬月額は、358,700 円ですが、ご家族を扶養し、生計を立てていく

ことや定数を減らし報酬を上げると回答された方などが高い月額報酬を回答されたと思われます。

◎議員には独自の年金制度はありません。厚生年金に加入する制度は、必要だと思いますか。

　　現在厚生年金に加入されている方は、議員になっても引き続き厚生年金に加入可能となる制度

の創設が必要と回答されたものと思われます。

　最後に、市議会に対しての自由記述意見を 200件いただきました。一部を紹介します。

　・問題意識をもって取り組まれたことは、意義のあることと敬意を表します。多角的な集約をされ、
少しでも良い方策を見出していただければ、ありがたいです。

　・議員も危機感を持って自分たちの活動を住民にもっと理解してもらうために、情報発信を積極
的に行う必要があると思います。

　・議員を辞めても復職できるようにして多くの方に議員になっていただけるようにしてほしい。

市議会、市議会議員に対する自由意見（抜粋）

【おわりに】
　このたびのアンケート調査で、市議会報「こんにちは須坂市議会」は、議会活動を
知る重要な情報源である一方、直接市議会議員との意見交換、積極的な議員活動など
の意見を多数いただきました。より一層市民から信頼される議会となるよう市議会議
員選挙の課題等検討特別委員会で活発な議論を重ねてまいります。
　最後に、本アンケートにご協力いただきました市民の皆様に厚く御礼申し上げます。

未回答
9％

必要ない
29％

必要
62％

10 万円未満　2％

50 万円以上　27％

40 万円～50 万円未満
15％

20 万円～30 万円未満
19％

10 万円～20 万円未満　6％

30 万円～40 万円未満
31％
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高校生の声 須坂東高校におじゃまして、未来を
担う皆さんにお話をお聞きしました

令和 2 年 5 月 1 日　第 161 号 30

6 月 15 日 月 本会議 10:00 開会
議案上程・提案説明・議案質疑等 

　 23 日 火

本会議 9:30 一般質問
　 24 日 水

　 25 日 木

　 26 日 金

　 29 日 月

委員会 9:00

予算決算特別委員会（総務文教分科会）
／総務文教委員会

　 30 日 火 予算決算特別委員会（福祉環境分科会）
／福祉環境委員会

7 月 1 日 水 予算決算特別委員会（経済建設分科会）
／経済建設委員会

　 6 日 月 委員会 9:00 予算決算特別委員会

　8 日 水 本会議 11:00 委員長報告・質疑・討論・採決
閉会

編

集

後

記

編

集

後

記

　

須
坂
市
議
会
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
議
会
報
を
「
す
べ
て
読

む
」「
関
心
の
あ
る
も
の

だ
け
読
む
」
方
の
合
計
が

７５
％
余
。「
ほ
と
ん
ど
読
ま

な
い
」
が
４
分
の
１
。

２０

代
～

４０
代
の
回
答
者
が

２７
％
余
を
占
め
、
そ
の
分

析
も
必
要
で
す
。　
　

　

議
会
活
動
に
つ
い
て

「
何
を
し
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
」、市
議
会
報
は「
目

先
だ
け
で
注
目
さ
せ
よ
う

と
し
て
も
ダ
メ
」
等
々
の

ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
形
式
や
制
度
等
に

着
目
し
た
議
論
が
さ
れ
が

ち
だ
が
、
地
方
自
治
の
本

旨
で
あ
る
住
民
福
祉
の
向

上
を
自
分
た
ち
の
創
意
と

工
夫
で
実
現
し
よ
う
と
す

る
職
員
、
議
員
の
心
構
え

を
持
つ
こ
と
も
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。　

（
久
保
田
）

市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
宮
本
　
泰
也

副
委
員
長
　
　
牧
　
　
重
信

委
　
　
員
　
　
荒
井
　
　
敏

　
　
　
　
　
　
古
家
　
敏
男

　
　
　
　
　
　
久
保
田
克
彦

　
　
　
　
　
　
岡
田
　
宗
之

   

　
　
　
　
　
浅
井
　
洋
子

議場に華やかなアクセント
（文芸協のご協力による）

一般質問通告要旨は６月18日以降、地域公民館等にあります。        
※上記日程は都合により変更する場合があります。

令和２年 会期日程（案）６月定例会
月　 日 曜 種 別 開 議

時 刻 摘 要

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

電話：026-248-9014  
FAX：026-248-3365
E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

　須坂市で行われる行事
にボランティアとして参
加し、老若男女問わず、
多くの方とコミュニケー
ションが取れる場面をた
くさん創れる学校が、こ
れから必要になると思い
ます。

　これからの時代必要と
されるのが、コミュニケー
ション能力だと思います。
なので、先生と友達で話
す空間、時間を学校の教
育として取り入れていけ
ばよいと思います。

岩崎　真依さん

佐藤　優さん

須
坂
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.suzaka.nagano.jp/

議
会
E-m
ail　

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印
刷
　
共
和
紙
器
印
刷
株
式
会
社

印
刷
部
数
　
19350

部
（
印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
約
43
円
）

こ
の
印
刷
物
は
環
境
に
配
慮
し
て
、
再
生
紙
、
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

無
断
転
用
禁
止

電
話
 026-245-1400

〒
382-8511

長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂
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－
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（
議
会
事
務
局
専
用
 026-248-9014）

■■■ 令和 2 年 3 月定例会本会議をインターネットで録画配信中　ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎
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